
縄
宗
よ
り
見
雲
ろ
佛
身
魏

七
〇

暉

宗

よ

り

見

れ

ろ
佛

身

観

序

論

鎌

田

騨

商

佛
身
親

の
問
題

は
佛
入
滅

に
始
ま
る
。
佛
陀
鐸
奪

の
常
佳
を
信
じ
て
ゐ
た
佛
弟
子
等

は
其

の
入
滅

を
見
て

「
世
間

眼
滅
」
「
失
於
慈
父
」
の
悲
嘆
に
く
れ
、
叢
に
新
し
く
「
佛

ご
は
何
ぞ
や
」
「
佛
陀
は
肉
身
を
有
す

る
か
否
か
」
「
肉
身

の
滅

す

る
ビ
共
に
佛
陀
も
亦
滅
す
る
か
」
「
佛
陀

こ
れ
常
住
な
り
ご
す
れ
ば
人
間
繹
迦
は
慮
現
の
化
身

に
し
て
翼
佛
陀
に
非

ざ
る
か
」
等

の
根
本
問
題
に
到
達
し
た
。
是
れ
佛
身
観
襲
展
の
出
登
黙
で
あ

る
。
佛
陀
は
其
の
入
滅

に
際
し
次
の
如

く
遺
訓

さ
れ
て
ゐ
る
。

何
用
我
此
身
、
妙
法
身
長
存

(藏
七
。七
十
二
左
)

此
法
常
盤
畿
蚕

(同
)

則
是
如
來
法
身
常
在
而
不
滅
也

(辰
+
.百
+
四
左
)

我
所
説
諸
法

則
是
汝
等
師

(戻
+
.
二
+
三
左
)

如
來
告
阿
難
言
、
汝
勿
見
我
入
般
浬
繋
便
謂
正
法
於
此
永
絶
、
何
以
故
、
我
昔
爲
諸
比
丘
、
制
戒
波
羅
提
木
叉
、

及
徐
所
説
種
種
妙
法
、
此
即
便
是
汝
等

大
師
、
如
我
在
澄
、
無
有
異
也

(戻
+
・三
+
ご
左
)



汝
等
比
丘
、
於
我
滅
後
當
曾
重
珍
敬
波
羅
提
木
叉
、
如
闇
遇
明
貧
人
得
寳
、
當
知
此
則
是
汝
大
師
、
若
我
住
燈
無

里
(此
也

(辰
十
.百
十
三
左
)

吾
般
浬
薬
後

汝
等
當
恭
敬

波
羅
提
木
叉

即
是
汝
大
師

(藏
七
.七
+
四
)

・

斯
の
如
く
佛
陀
の
本
質
た
る
法
は
常
住
、
此
意
味

に
於
て
我
在
世

ご
異
な
る
な
く
、
波
羅
提
木
叉

が
汝
等
の
大
師

で
あ
る
こ
の
遺
訓
は
後
澄

の
法
身
思
想

の
基
礎
を
な
す
も
の
ご
思
は
れ
る
。

後
世
登
達
せ
る
佛
身
槻
は
種

々
な
る
立
場
か
ら
見

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
華
巌

一
乗
敏
義
分
齊
章
(陽
二
・六
+
九
右
)
に
は

小
・
始
・
終

・頓

・圓

の
毅
到
的
分
類

に
從
ふ
数
開
合
が
説
か
れ
、
大
乗
義
章
憲
十
九

(綾
藏
経
第
二
編
第
二
套
第
三
冊
二
百
士

ー
二
百
+
二
)
に
は
六
身
・
七
身
・
入
身

の
成
立
根
擦
が
説
か
れ
、
華
巌
玄
談
巻
三

(績
藏
経
第
入
套
第
三
冊
三
百
七
右
)
に
は
九

身
説
成
立

の
根
擦

が
説
か
れ
て
ゐ
る
が
、
六
・七

・入
・
九
の
各
身
説

の
纒
謹
は
筆
者
淺
學

に
し
て
其
の
有
無
を
確
定
し

得

な
か

つ
た

こ
ご
を
遺
憾
と
す

る
。

本
論
上

教
内
よ
り
見
た

る
佛
身
観

噸

佛
滅
後
に
於
け
る
直
弟
子
の
佛
身
観

宗
漱

一
般

が
数
租
の
人
格
よ
り
開
展
す

る
ε
共

に
、
夫

の
持
績
登
展
の
中
心
ご
な
る
も
の
は
本
尊
に
甥
す

る
観
念

麗
宗
よ
リ
見
衷
ろ
佛
勇
魏

七
嚇



灘
宗
よ
り
見
穴
る
佛
均
観

七
二

の
登
達
如
何
に
あ

る
。
此
意
味

に
於
て
佛
身
観
登
展

の
第

一
段
階
だ
る
直
弟
子
の
佛
身
観
を
知

る
こ
ご
は
最
重
要
の

事

ビ
思
は
れ
る
。
A
T
其

の
二
三
を
見

る
に
次
の
如

き
も
の
が
あ

る
。

迦
葉
報
言
、
汝
勿
館
我
、
如
我
所
蹄
無
上
尊
者
、
汝
當
蹄
依
、
婆
羅
門
雪
『

不
審
所
蹄
無
上
尊
者
、
今
爲
所
在
、

迦
葉
報
言
、
今
我
師
世
尊
滅
度
未
久
、
婆
羅
門
言
、
世
奪
若
在
不
避
遠
近
、
其
當
親
見
蹄

依
禮
拝
、
今
聞
迦
葉
言
、

如
來
滅
度
、
今
帥
蹄
依
滅
度
如
來
及
法
衆
僧

(戻
九
.三
+
九
右
)

我
聞
如
是
、

一
時
佛
般
捏
桑
後
不
久
、
…
…
奪
者
阿
難
告
日
、
梵
志
、

汝
莫
自
蹄
於
我
、
如
我
自
蹄
於
佛
、
汝
亦

癒
自
館

(戻
七
.九
+
六
左
)

爾
時
閲
陀
比
丘
見
法
得
法
知
法
起
法
、
超

越
狐
疑
、
不
由
於
他
、
於
大
師
敷
法
、
得
無

所
畏
、
恭
敬
合
掌
白
奪
者

阿
難
言
、
…
…
不
復
見
我
、
唯
見
正
法

(辰
二
.五
+
四
左
)

我
聞
如
是
、

一
時
佛
般
浬
繋
後
不
久
、
…
…
奪
者
阿
難
答
日
、
雨
勢
、
我
等
不
依
於
人
而
依
於
法
、
若
有
比
丘
知

法
者
、
我
等
講
彼
比
丘
爲
我
等
説
法
、
若
彼
衆
清
浮
者
、
我
等

}
切
叡
喜
奉
行
彼
比
丘
所
説

(戻
六
.七
+
七
右
)

迦
葉
、
阿
難
の
如
き
大
弟
子
達

は
佛
入
滅

に
惑
は
さ
れ
す
佛
説
の
眞
意
を
如
實

に
把
握
し
、
法
の
中
に
理
想
的
佛

陀
を
見

て
ゐ
π
こ
ご
が
判
か
る
。

二

小

乗

的

佛

身
観



原
始
佛
敷

ご
開
登
佛
敢

ご
の
過
渡
期
の
佛
身
観

ε
し
て
小
乗
殺
の
夫

れ
を
見

る
に
、
其
著

し
き
特
質
こ
し
て
煩
憶

未
断
説
、
三
十
四
心
断
結
成
道
説
、
十
八
不
共
法
、
繹
迦

一
佛
説

の
四
を
畢
げ
る
こ
ご
が
出
來

る
。

(-
)
煩
悩
未
断
説
り
繹
曾
を
未
だ
凡
夫

の
域
を
脱

せ
す
煩
燈
を
伏
断

せ
る
に
過
ぎ
す

ご
見

る
も
の
に
し
て
.

一
般

人
類

ご
佛
陀
こ
の
中

間
に
在

る
も
の
ご
な
す

の
で
あ
る
。
異
部
宗
輪
論
に
は
次

の
如
く
説
か
れ
て
あ
る
○

不
得
解
脱
慮
言
菩
薩
、
猶
是
異
生
、
諸
結
未
断
若
未
巳
入
正
性
離
生
、
於
異
生
地
未
名
超
越

(藏
四
・七
+
七
左
)

(2
)
三
十
四
心
断
結
成
道
説
。
是
れ
菩
薩

の
歴
劫
成
道
を
説
け

る
も
の
に
し
て
菩
薩
は
先

づ
三
阿
僧
祇
劫
に
諸
波

羅
蜜
郎
ち
菩
薩

の
資
糧
を
修
し
、
次
に
百
劫
に
相
好
業
を
修
し
更

に
王
宮

に
下
生
出
家

し
有
漏
智
を
以
て
下
入
地
の

見
修
二
惑

を
断
じ
、
然

る
後

に
入
忍
入
智

の
十
六
心
を
起
し
て
非
想
地
の
見
惑
を
断
じ
、
更

に
九
無
間
九
解
脱

の
十

入
心
を
起
し
て
非
想
地

の
修
惑
を
断
じ
始

め
て
佛
ご
成
る
ご
な
す

も
の
に
し
て
、
此

の
十
六
心

ご
十
八
心
を
合
し
て

三
十
四
心

こ
い
ふ
。
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
第
五
に
は

傳
説
、
菩
薩

三
十
四
念
得
菩
提
故
、
諦
現
鶴
中
有
十
六
念
、
離
有
頂
貧
有
十
入
念
、
謂
断
有
頂
九
品
煩
惜
起
、
九

無
間
九
解
脱
道
、
如
是
十
入
足
前
十
六
成
三
十
四
、

一
切
菩
薩
映
定
先
於
無
所
有
慮
、
巳
得
離
貧
方
入
見
道
、
不

復
須
断
下
地
煩
簡
、
於
此
中
間
無
容
得
起
不
同
類
心
、
故
諸
菩
薩
學
位
不
慮
起
滅
盤
定

(牧
九
。百
+
五
)

ご
あ
る
。
四
諦

の
理
を
親
す
る
に
當

つ
て
起
す

二
無
漏
心
を
入
怨
入
智

こ
す

る
。
忍
は
惑
得
と
封
し

て
断
惑
す

る
作

用

で
あ
り
、
惑
得

に
隔
擬
さ
れ
ざ

る
故

に
無
道

ご
名

づ
け
、
智

は
滅

理
を
謹
す

る
作
用

に
し
て
惑
得
を
解
脱
す

る
故

灘
宗
よ
リ
見
六
る
佛
鍔
魏

,

七
三



暉
宗
よ
刃
見
た
ろ
佛
身
観

七
四

に
解
脱
遭
ざ
名
づ
け
ら
れ
る
。
欲
界
の
四
諦

に
四
忍
四
智
を
数

へ
る
こ
ご
が
出
來
、
色
無
色
爾
界

の
四
諦

に
も
四
怨

四
智
を
数

へ
る
こ
ご
が
出
奈
る
。
前
十
五
心
は
見
蓮

に
第
十
六
心
は
修
道
に
癒

せ
ら
れ

る
。
佛
位
到
達
に
就

い
て
鐸

奪

の
知
的
作
用
上

に
三
十
四
心
の
連
績
あ
り
こ
す

る
も
の
に
し
て
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
第
百
五
十
三

へ牧
七
.+
右
)

に
も
同
機

の
記
事
が
あ
る
。

(
3
)
十
入
不
共
法
。

果
位

の
佛
身
窺

こ
し
て
十
入
の
佛
徳
を
塞
げ
し
も
の

に
し
て

十
力

・
四
無
所
畏
・
大
悲
・
三
念

慮
を

い
ふ
。
不
共

ご
は
如
來

の
功
徳
他

ご
同
じ
か
ら
ざ
る
を

い
ふ
Q
倶
舎
論
第
二
十
七

(牧
+
.九
+
五
)

に
由

つ
て
略

述
し
よ
う
。

(
一
)
威
非
慮
智

力
。

一
切
法
自
性
功
能
の
理
こ
れ
有

な
る
を
知

る
を
威
智

ご
い
ひ
、
こ
れ
有

に
非
ざ
る

を
知

る
を
非
慮
智

こ
い
ふ
。
無
因
論
を
遮
止
せ
ん
が
爲
に
慮

の
名
を
得
、
悪
因
論
を
遮
止
せ
ん
が
爲

に
非
露

の
名
を

得
Q

(二
)
業
異
熟
智
力
。
是
の
如
き
類
果
は
自
己
所
造

の
業
力

の
結
果

に
し
て
妻
子
等

の
輿
奪
し
得
ざ

る
所
、
是

の

如
き
類
業
は
必
す
自

果
を
招
く
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
如
く
、
諸

の
異
熟
果
を
戚
じ
而
も
墨
擬
な
き
智
力
に
し
て
又
こ

れ
を
自
業
智
力
ご
も

い
ふ
。
(
三
)
静
慮
等
智
力
。
如
實

に
諸
の
静
慮
等

の
自
性
名
を
知

り
方
便
撮
持
味
浮
無
漏
順
退

住
進
決
揮
分
等
を
得

て
塁
磯
な
き
智

・42
・
い
ふ
。

(四
)
根
上
下
智
力
。
諸
の
有
情

の
勝
徳
に
達
し
機
根
の
差

別
を
知

る

爵
由
智
を

い
ふ
。

(五
)
種
種
勝
解
智

力
。
諸

の
有
情

の
類

の
勝
劣
如
何

に
慮
じ
其
意
樂
の
差
別
を
知

る
自
由
智
を

い

ふ
。

(六
)
種
種
界
智
力
o
諸
の
有
情

の
類

の
前
際
無
始
な

る
数

警
所
成
の
志
性
、
随
眠
及
び
諸
法
性

の
種

々
差
別
を

知

る
欝
由
智
を
い
ふ
。
以
上

の
六
力
は
何
れ
も
有
爲
を
樹
象
ε
す

る
故
に
十
智
中
唯
九
智
を
撮
す

る
。

(七
)
遍
趣
行



智
力
。
佛

よ
く
生
死
に
赴

き
渥
薬
に
趣
く
。
生
死
に
於
て
は
地
獄

に
趣

く
あ
り
天
趣

に
赴
く
あ
り
、
浬
繋

に
於
て
は

三
乗
の
別
趣
あ
る
等
、
生
死

の
因
果

ざ
鑑
遣
を
知

る
自
歯
智
を

い
ふ
。

(八
)
宿
住
随
念
智
力
Q
自
他

の
過
去
宿
住
の

差
別
を
知

る
自
由
智
を

い
ふ
Q

(九
)
死
生
智
力
。
有
情

の
類

の
未
來
世

に
於
け

る
諸
有

の
績
生
を
知
る
自
由
智
を

い

ふ
。

(十
)
漏
鑑
智
力
Q
所
化

の
有
情
を
知
り
漏
鑑
方
便
を
兼
ね
る
自
由
智
を

い
ふ
。

四
無
所
畏
ご
は
(
一
)
正
等
魯
蕪

畏
、

(
二
)
漏
永
盤
無
畏
、

(三
)
説
障
法
無
畏
、
(
四
)
説
出
滋
無
畏
で
あ
る
。
無
畏

は
智
を
其

の
因
性

ε
す

る
故

に
法
催
が
な

い
。

(
一
)
は
佛
の
自
智
圓
徳

を
、

(
二
)
は
其

の
自
断
圓
徳
を
顯
は
し
共

に

佛
の
自

利
圓
満
を
顯
は
す
。

(
三
)
は
諸
弟
子

の
邪
道

に
行
く
を
遮
り
、

(四
)
は
諸
弟
子
を
し
て
正
道
に
趣
か
し
む

る

爲

に
し
て
共

に
佛
の
利
他
圓
満
を
顯
は
す
。

大
悲
は
有
情

一
般
を
封
象

こ
す

る
故

に
俗
智

を
本
質

こ
す

る
。
大
は
無
擬
を
性

こ
し
悲
は
無
虞
を
性
こ
す

る
。

三
念
慮

ε
は
(
一
)
弟
子

の

一
向

に
恭
敬
す

る
も
歓
喜
を
生
せ
す
、

(
二
)
弟
子

の
恭
敬

せ
ざ

る
も
憂
感
を
生
せ
す
、

(三
)
弟
子
の
或
は
恭
敬

な
る
あ
り
或
は
恭
敬
な
ら
ざ
る
あ
る
も
共

に
激
感
を
生
せ
ざ

る
如
き
正
念
正
知

に
安
住
す

る

念
力
を

い
ふ
◎
以
上

の
如
き
佛
徳
を
十
入
不
共
法
ε
い
ふ
。

(4
)
繹
迦

一
佛
説
。
小
乗
的
佛
身
親
は
多
佛
の
存
在
を
説
か
な

い
。
大
智
度
論
第
九

(往
一
.六
+
)
に
過
現
未

に
於

け

る
無
量

の
佛
を
要
請

し
、
繹
迦

一
佛

に
て
は
到
底
無
盤

の
衆
生
を
救
濟
す

る
こ
ε
能
は
す
ご
論
せ
る
如
き
は
小
乗

的
繹
迦

M
佛
説

に
灘
す

る
駁
論
ご
見
傲
す

こ
と
が
出
來

や
う
o

麗
宗
よ
り
見
大
る
佛
勇
魏

七
五



輝
宗
よ
り
見
六
ろ
佛
身
魏

七
六

三

大
衆
部
の
佛
身
観

叢

に
始
め
て

一
佛

多
身
説
を
見

る
こ
ご
が
出
來
る
。
異
部
宗
輪
論

(藏
四
.七
+
六
左
)
に
諜

つ
て
略

述
し
や
う
。
諸

佛
世
曾
は
無
漏
身

に
し
て
不
可
殿
壊
、
漏

に
相
癒
せ
す
縛
せ
ら
れ
す
三
業
は
無
漏
、
自
ら
の
名
句
聲
等
の
激
法
を
法

輪
ε
し
て
無
知
惑
を
握
伏
し
「
以
二

音
一説

二

切
法
一」
故
に

「
倉
三諸
聞
者
皆
別
領
解

麓
細
義
一」
が
可
能

ビ
な
る
。
其

の

所
説
は
虚
言

な
く
道

理
に
幕

ひ
、
多
劫
を
経
で
修
得
し
た

る
報
身

の
圓
極
法
界
は
無
邊
際
、
所
見

の
丈
六
は
實
佛
身

も

　

　

も

　

で
は
な
く
随
機
の
化
身

に
過
ぎ
ぬ
。
所
宜

に
随

ひ
大
小
身
を
現
す
る
故

に
量
無
邊
、
よ
く
多
身
を
現
じ
数
不
定
の
故

に
数
無
邊
、
佛
身
諸
法
皆
無
量
の
善
根
を
因

ご
な
す
故

に
因
無
邊

で
あ

る
。
其
の
紳
癒
力
は
作
意
せ
す
し
て

一
刹
那

　

　

　

あ

　

　

　

中

に
十
方
世
界

に
遍
く
、
有
情
界
不
盤

の
故
に
佛
壽
命
も
亦
無
窮

、厭
足
心
な
き
故

に
衆
生
殺
化
に
精
進
し
不
レ入
一一渥

桑
一
(常
住
)
で
あ
る
。
欲
求
な
く
定
心
あ
る
故
に
睡
夢
な
く
。
所
説
は
思
惟
方
便
を
待
た
す
し
て
任
運
、
聴
法
者
は
之

を
聞
き
佛
思
惟
に
依
る
故

に
説
を
爲
す

ご
漱
喜
す

る
。
能
く

一
切

法
の
差
別
自
性
を
了
謹
し
智
慧
よ
く
諸
法
を
解
盤

す
。
現
苦
滅
を
観

る
盤
智

あ
り
未
來
苦
不
生
を
親

る
無
生
智

あ
り
共

に
報
身

(慈
恩
ば
大
衆
部
の
實
均
潜

報
勇
の
意
に
解
し
て
ゐ
ろ
)
の
二
用

に
し
て

間
断
な
し

と
説
か
れ
て
あ
る
。
斯
く
大
乗
的
佛
身
観
ε
の
著
し
き
親
近
性
を
有
す

る
。
此
の
登
展
ご
し
て
智
度
論
所

説
の
佛
身
親
が
導
溝

さ
れ
π
嬉
思
は
れ
る
。



四

一
佛

二

身

説

(1
)
法
身
ご
生
身
o
大
智
度
論

(往
一
.五
十
入
。
往
二
.五
十
一
右
o
往
二
.七
十
九
右
。
往
五
。七
十
右
。
往
一
.五
十
入
左
。
往
二
.四
十

入
右
)
佛
地
経
論
(暑
+
】
.四
+
四
)
華
嚴

一
乗
激
義
分
齋
章
(陽
二
。六
+
三
左
)
大
般
浬
婁
纒

(盈
六
.六
+
六
)
等

の
所
説

が
こ

れ
で
あ
る
。
無
相

の
理
を
法
身

ご
す

る
あ
り

(往
二
.四
+
入
)、
報
身
を
法
身

こ
す

る
あ
り

(往
二
.七
+
九
)、

化
身
を
法

身

こ
す

る
あ
り
(同
)
、
自
性
身

ご
自
受
用
身

ご
を
法
身

ざ
す

る
あ
り

(暑
士

)、
又
戒
定
慧
等

の
五
分
を
法
身
ε
し
、

(陽
二
・六
+
三
左
)、
常
樂
我
浮
を
法
身

ご
す

る
等
が
あ

る

(
盈
六
。六
+
六
)Q

生
身

は
入
趣
の
佛
陀
た
る
方
便
身

に
し
て
生

身

ご
い
ふ

も
化
身

こ

い
ふ
も
何

れ
も
化
作

の
黙

に
名

づ
け
た
る
も
の
に
し
て
見
方

の
相
違

に
依
る
異
名

に
過
ぎ
ぬ

(
智
度
論
)
ご
考

へ
ら
れ
、
或

は
他
受
用
身
ご
鍵
化
身
ご
を
合
し
π
も
の
ε
さ
れ

(暑
+
一
。四
+
四
)、
歴
劫
成
道
の
鐸
迦
佛

こ
も
い
は
れ

(
陽
二
.六
+
三
左
)、
方
便
慮
化

の
有
爲
身
な
り
ε
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。

(
盈
六
.六
+
六
)

(2
)
法
身
ε
解
脱
身
。
成
唯
識
論
(往
+
。四
+
七
)
解
深
密
経
(黄
八
。六
+
二
左
)
の
所
説

に
し
て
、
生
死
ご
縛
法

ご
を
解

脱
す

る
も
未
だ
所
知
障
を
断
せ
す
無
量

の
功
徳
依
を
得
す
、
十
力
等

の
殊
勝
法
の
荘
嚴

を
得
ざ
る
を
解
脱
身

こ
い
ひ
、

離
言
離
過

の
法
を
成
就
し

一
切
法
の
性
相
不
二
を
成
じ
た

る
大
畳
世
奪
を
法
身

ε
い
ふ
。
此
所
謂
法
身

は
三
身
中

の

法
身

で
は
な
く
所
知
障
を
離

れ
た

る
解
脱
身

の
謂

で
あ
る
。
故

に
解
脱
身
た
る

に

於
て
は
聲
聞
・濁
畳

ご
如
來
ご
は

同
等

で
あ

る
。
共

に
自
受
用
的
佛
徳

に
名

づ
け
し
も
の
で
他
受
用
的
要
素
を
含
ま

ぬ
こ
ビ
を
特
質

ε
す

る
。

灘
宗
よ
サ
見
力
る
佛
勇
観

占
々



裸
宗
よ
リ
見
六
る
佛
身
観

七
入

(3
)
二
法
身
説
。
菩
薩
襲
路
本
業
経
所
説

の
果
極
法
身
・慮
化
法
身
(列
丁
二
〇
)、

究
寛

一
乗
寳
性
論
所
説

の
寂
静

法
界
身
・
得
彼
因
身
(暑
二
.
一
〇
入
)、
往
生
論
註
所
説

の
法
性
法
身
・
方
便
法
身
(綾
藏
経
第
七
+
一
套
第
ご
冊
百
二
+
九
)等
。
果

極
法
身
は
常
佳
に
し
て
生
滅

を
離

れ
π
る
禮
、
夫
の
用
だ
る
慮
化
法
身
は
「
如
影
随
形
」
に
同
じ
く
常
住
な
る
も
の
。

寂
静
法
界
身
は
如
來
法
身
の
無
分
別
智

の
自
内
謹

に
名

づ
け
、
習
氣

に
依
り
衆
生
藪
化
に
作
用
す

る
説
法
身
を
得
彼

因
身

ご
名

づ
け

る
。
法
性
法
身
は
寂
滅
無
爲

.
實
相
無
相

な
る
法
性
其
者
を

い
ひ
、
三
界
衆
生
の
虚
妄
の
相
を
知

つ

て
眞
實

の
慈
悲
を
生
す
る
〇

一
切
功
徳
を

一
切
衆
生

に
施
し
智
慧

の
火
を
以
て
衆
生
煩
拶

の
草
木
を
焼
き
、
衆
生
成

佛
せ
す
ん
ば
我
れ
佛
ご
な
ら
す
ご
の
大
誓
願
を
生
じ
、
以
て
衆
生
救
濟
に
精
進
す

る
法
性
法
身

の
用
が
即
ち
方
便
法

身
で
あ
る
。
斯
く
二
法
身

と
い
ふ
も
實

は
自
受
用
身

ご
他
受
用
身

ご
を
意
昧
す
る
。

一
佛

三
身
説
を
二
身

ご
見
た
も

の
ε
思
は
れ
る
Q

五

一
佛

三

身

説

(1
)
法
・報

・慮

の
三
身
説
。
唯
心
的
見
地
よ
り
新
解
繹
を
下

せ
る
も
の
に
大
乗
起
信
論

(來
+
.三
六
⊥
二
九
)
の
所
説

が
あ

る
。
能
く
染
浮

の
法
を
任
持
し
諸
法
の
種
子
を
有

し
て
諸
法
の
因

ε
な
り
、
普
遍
的

に
李
等

に
し

て
智
慧
畳
知

を
有
し
清
浮

に
し
て
常
樂
我
浄
、
不
鍵
自
在

に
し
て
生
滅
遷

ら
ざ

る
眞
如
の
卒
等
を
法
身
ご
名

づ
け
る
。
法
身

の
用

こ
し
て
不
思
議
業
帥
ち
報
身

ご
種

々
の
用
帥
ち
行
用

こ
し
て
の
慮
身

ご
を
生
す

る
。
行
用
は
眞
如

ご
等
し
く

一
切
慮



に
遍
く
衆
生
の
見
聞

に
從

つ
て
其
用
を
現
す

る
o
用

に
は
分
別
事
識

に
依

る
も
の
ご
業
識
に
依
る
も
の
ε
が
あ

る
◎

帥
ち
第
六
識
を
眞
信
す

る
凡
夫
二
乗
の
所
見
が
癒
身

、第
七
識
を
眞
信
す

る
地
前

・究
覧
地
の
菩
薩
の
所
見
が
報
身

で

あ
る
。
此
等
の
三
身
は
色
心
不
二
・色
智
不
二
の
故

に
相
帥
圓
融
な

る
も
の
で
あ

る
。
帥
ち
客
親
的
眞

理

ご
し
て
の

畳
燈
が
法
身
、
圭
窺
的
眞

理
ご
し
て
の
畳
相
が
報
身
、
分
別
的
假
象

こ
し
て
の
畳
用
が
磨
身

で
あ
る
。

此
の
外
、
如
如
如
如
智
を
膿

ビ
し

N
切
智

に
依
止
し
、
生
死
の
因
果
を
滅
し
恒
沙

の
如
き
圓
満

な
ち
功
徳
を
具
し
、

法
身

ご
自
受
用
身

ご
を
兼
揖
す

る
も
の
こ
し
て
目
性
身

を
立
て
、
登
地

已
上
の
菩
薩

の
戚
す

る
無
量

の
浮
土
に
顯
現

し
利
他
を
行
す

る
他
受
用
身

こ
し
て
受
用
身
を
立
て
、
大
定
智
悲
を
騰
ε
し
天
人
中

に
示
現
す

る
も
の
ご
し
て
憂
化

身

を
立

つ
る
講
大
乗
論

(來
九
.六
+
一
)

の
所
説
が
あ
る
。
是
れ
ε
同
様
な
る
所
説
ご
し
て
佛
地
経
論
(暑
士

.四
+
二
)

が
あ
る
が
略
す

る
。
更

に
如
來
の
相
好
精
妙
殊
勝

に
し
て
不
痩
、
無
等
齊
、
無
類
、
無
言
慮

の
三
徳
を
具

へ
、
世
人

見

る
べ
か
ら
す
十
地
菩
薩

の
観

る
も
の
ビ
し

て
妙
色
身
を
立
て
、
常
住
無
鑑
な
る
自
受
用
身
ビ
し
て
智
慧
身
を
立
て
、

眞
如
の
普
遍
智

を
法
身

な
り
と
す

る
勝
難
経
(
馳
+
ご
.五
四
右
)
の
説
が
あ
る
。
此
等

は
何
れ
も
眞
佛
を
開

い
て
こ
身
ご

し
、
之
ε
慮
身
ご
を
合

し
て
三
身
を
説
く
故

に
開
其
合
慮

の
三
身
説
ご
い
は
れ
る
。

(2
)
法
・
慮
・化

の
三
身
説
。
金
光

明
最
勝
王
纒

(黄
九
.五
)
ご
十
入
塞
論
(暑
二
.五
+
三
)
の
所
説
が
夫

れ
で
あ
る
。
前

者

に
依
れ
ば
、
如
來
修

行
中

に
衆
生
救
濟
の
大
願
を
起
し
十
度

・断
障
を
修
習
因
満
ち
隅
果
を
得
て
壽
命
・
心
・衆
具
・

業

・生
・
勝
解

・願
・
カ
・
智

・法
の
十
自
在
を
得
、
時

に
慮
じ
現
身
説
法
し
衆
生
を
盆
す

る
是

れ
郎
ち
化
身

に
し
て
三
乗

麗
宗
よ
り
見
糞
ろ
佛
身
観

七
九



源
宗
よ
り
見
☆
ろ
佛
鍔
観

入
0

人
の
所
見
こ
す

る
。
又
菩
薩
を
も
て
根
本
智
を
起

さ
し

め
、
眞
俗
に
遙
達

せ
し
む
る
爲

に
先
づ
眞
諦
境
を
説
き
、
我

見
こ
生
死
恐
怖

ご
浬
鍵
漱
喜

の
心
ご
を
除

き
法
を
久
佳
な
ら
し
む

る
爲

に
二
室

の
眞
性

(如
.
)
ざ
夫
れ
に
達
す

る
智

(如
々
智
)
ご
を
持
し
、
本
願
力
に
由

つ
て
三
十
二
相
・
八
十
種
好
・頂
背
圓
光
を
荘
嚴
し
示
現
す

る
是
れ
郎
ち
癒
身

に
し

て
地
上
菩
薩

の
所
見
こ
す

る
。
更

に
如
如
は
帥
ち
自
性
法
身
、
法
身

こ
れ
自
性
眞
如
で
あ
り
、
法
身
は
臼
律
的
に
し

て
眞
實
有
、
法
身

に
依
擦
し
て
の
み
在
り
得

る
慮
身
・
化
身

は
他
律
的

に
し
て
唯
名
的
假
有

で
あ

る
こ
し
、
三
身
を
説

き
學
者

の
生
死
解
脱
を
勘

め
て
ゐ
る
。

後
者
に
依
れ
ば
、
法
・
慮
身
を
依
擦
こ
し
て
下
種

の
衆
生
を
利
す

る
を
化
身

ご
し
、
成
熟

の
衆
生
を
利
す

る
を
慮
身

こ
し
、
衆
生
鑑

き
ざ
る
故

に
癒
・
化

の
用
亦
盤

き
す
、
故

に
其
の
膿
た

る
法
身
は
常
住
湛
然
な

る

も
の
で
あ
る
ご
し

「
以
用
終
禮
」
ご
い
ひ
、
煩
悔
惑
を
滅
す

べ
き
智
慧

の
源
泉
た

る
渥
盤
の
本
髄
ご
し
て
法
身
の
存
す

べ
き
こ
ご
を
信
じ
、

法
・鷹
身
は
本
末
の
關
係

に
あ
う
塞
は
末
に
依
糠

せ
す
し

て

成
立
し
得

る
も
末
は
本
に
依
篠
せ
ざ
れ
ば
不
可
成
立
な

る
如
く
、
法
身
は
癒
身

に
擦
ら
す
し
て
成
立
し
、
慮
身
は
法
身

に
篠
ら
す
ん
ば
不
可
成
立
な
う
こ
し
、
法
身
を
以
て

慮
・化
身
を
基
礎
づ
け

て
ゐ
る
。
斯
か
る
要
請
的
誰
明
は
理
膿
的
法
身

の
熟

烈
な

る
信
仰
を
反
謹
す

る
も
の
こ
思
は

れ
る
。

(3
)
三
法
身
説
。
金
剛
般
若
波
羅
蜜
縷
論
(往
六
.+
二
)
に
言
説
法
身
、
智
相
至
得
法
身

、幅
相
至
得
法
身

が
説
か
れ

て
あ
る
。
佛
滅
後
第
五
の
五
百
歳
た
る
闘
謹
堅
固
の
時
代

に
於

て
持
戒
修
徳
怠
ら
す
、
無
量
の
諸
佛
虚
に
於
て
諸
善



根
を
種
ゆ

る
者
の
所
見
が
言
説
法
身

で
あ

る
。
次

に

「
切
聖
賢

の
見
る
無
分
別
な
る
無
爲
法
を
宮
畳
し
無
上

正
畳
を

啓
襲
す

る
般
若

の
智
其
者
を
智
相

至
得
法
身

と
名

づ
け
し
も
の
こ
思
は
れ

る
。
更

に
此
経
中
の
四
句
偶
等
を
信
力
ご

念
力

ざ
を
以
て
受
持
す

る
者
の
功
徳

に
依

つ
て
得

る
法
身
を
幅
相

至
得
法
身

ご
い
ふ
。
後
二
法
身
は
土
ハ
に
言
説
法
身

を
基

こ
す

る
も
の
ご
思
は
れ
る
。
言
説
法
身
は
實
相
の
法
身
、
智
相
至
得
法
身
は
義
相

の
法
身
、
幅
相

至
得
法
身
は

説
相

の
法
身

な
り
こ
も
い
は
れ
る
ご
思

ふ
。

六

一
佛

四

身

説

四
身
説

の

一
般
的
な
る
も
の
は
三
身
中

の
受
用
身
を
自
他

の
二
身
に
分
立
せ
る
も
の
に
し
て
、
成
唯
識
論
(往
+
・四

七
)
佛
地
経
論

(暑
†
一
.四
四
)
に
説
か
れ
て
あ

る
が
此
虚
に
は
略
す
。
開
眞
合
癒

の
四
身
説
ご
し
て
樗
伽
経

(黄
六
・二
ー

三
)
に
は
化
佛
・報
佛

・如
如
佛
・智
慧
佛
が
説

か
れ
て
あ
る
。
帥
ち
機

に
随
ひ
戚

に
赴
く
を
化
佛
ご
い
ひ
、
其

の
宿
因

に
訓

ふ
る
を
報
佛

ピ
い
ひ
、
膿
性
無
二
な
る
を
如
如

(眞
如
)
こ
い
ひ
、
本
畳
顯
照
を
智
慧

こ
い
ふ
。
化
佛
は
慮
身
、

報
佛

・智
慧
佛
は
報
身
、
如
如
佛

は
法
身
で
あ

る
。
帥
ち
報
身

の
歎
多
き
功
徳
を
幅
智

の
二
に
蹄
納
し
二
身
を
立
て
、

之

に
法
身
(如
如
佛
)
ご
雁
身

(化
佛
)
ε
を
加

へ
た
る
も
の
が
携
伽
経
所
説

の
四
身
説
で
あ
る
。
次
に
開
慮
合
眞

の
四
身

説

ε
し
て
金
光
明
最
勝
王
経

(黄
九
.六
)
に
は
化
身
非
慮
身
・
慮
身
非

化

身

・化
身
亦
癒
身
・
非
化
身
非
癒
身
が
説
か
れ

て
あ
る
。
即
ち
無
上
果
を
謹
得
す

る
こ
ご
に
依

つ
て
八
相
中

の
浬
葵
相
を
現
じ
、
願
目
在
に
依

つ
て
大
悲
願
自
在
力

揮
宗
よ
り
見
六
る
佛
男
魏

入
一



輝
宗
よ
リ
見
表
る
傍
身
灘

入
二

を
得
、
機
根

の
戚
縁

に
随

つ
て
或
は
影
像
を
留

め
或
は
類
身
を
鯨
し
佛
形
を
作
さ
す
、
不
定
の
形
を
現
は
し
て
衆
生

を
利
盆
す

る
も
の
が
化
身
で
あ
る
。
次
に
慮
身
は
地
前
四
善
根
位

の
菩
薩
の
所
見

に
し
て
佛
形
を
作

し
て
地
前

に
逗

ま

る
も
の
を

い
ひ
、
化
身

の
如
く
鯨
形
を
作

さ
す
必
す
佛
形
を
作
す
故
に
非
化
身
ご
い
は
れ
る
。
次
に
化
身

に
し
て

且

っ
雁
身
な
る
も
の
は
二
乗
所
見

の
身

に
し
て
入
天

の
類
を
作
す
故

に
化
身

ご
い
は
れ
、

正
畳
を
成
す

る
故

に
亦
癒

身

ε
い
は
れ
、
王
宮
身

に
於
て
成
佛
を
現
す
る
故
に
有
飴
渥
繋

に
住
す

る
身
に
し
て
、
師
ち
七
地

に
至

つ
て
発
段
身

を
受
く

る
菩
薩

の
見

る
他
受
用
身
が
此
の
化
身
亦
慮
身
に
外
な
ら
な
い
。
更
に
非
化
身
非
癒
身

ご
は
帥
ち
法
身

に
し

て
自
受
用
身

ご
肖
性
法
身

ご
を
合
し
た

る
も
の
で
あ
る
。
此
法
身

の
騰
た
る
法
如
如
は
人
我
.
法
我
の

二

相
を
遠
離

し
有
無

の
四
句

・
一
異

の
四
を
離

れ
、
歎
量
的
舜
別
を
越
え
た
る
無
分
別
境

で
あ
り
、染
を
離
れ
て
始

め
て
浄
な
る
に

非
す
、
染

に
在

つ
て
而
も
染
な
ら
ざ

る
も
の
で
あ

る
。
斯
か

る
如
如
よ
り
導

き
出
さ
れ
た
る
如
如
智
は
如
如
の
特
性

を
具
ふ
る
こ
ご
勿
論
に
し

て
、
圓
修
道
満
な
る
無
分
別
智

で
あ
る
。
故
に
法
身
は
境
智
倶

に
清
浮

に
し

て
不
可
分
別

で
あ
り
、
彼
此
の
中
間

に
差
別
な
き
故

に
法
身
ご
名
づ
け
た
の
で
あ

る
。
境
清
浮
の
故

に
滅
諦
を
本

ε
し
智
清
浮
の

故

に
蓮
諦
を
本

ご
す
る
。
之
を
依
所

ご
す

る
癒
化
身
は
此
法
身

に
依

つ
て
始

め
て
災
患
救
濟
、
悪
趣
救
濟
～

非
方
便

救
濟
湘
薩
迦
耶
救
濟
、

二
乗
救
濟

の
如
き
事
業
を
顯
現
し
得
る
の
で
あ
る
。

斯
の
如
く
四
身
説
は
要
す

る
に
三
身
説

の
延
長
に
過
ぎ

ぬ
。
此

の
外

に
五
身
説
(玉
分
法
均
説
)
を
説
く
も
の
に
大
乗

義
章
悲
十
九

(績
藏
経
第
二
編
第
二
套
第
三
冊
二
百
二
+
)
あ
り

一
佛
十
身
説

ビ
し
て
は
勝
天
王
般
若
波
羅
蜜
経

(月
入
.六
+
六



左
)、
佛

地
経

論

(暑
±

.四
†
四
)、

十

地
経
論

(暑
九
・五
+
)
、
華
巌

経
(天
九
三

看
)等

が
あ

る
が
省

略

す

る
。

本
論
下

輝
宗
よ
り
見
た
る
佛
身
観

以
上
略
述
せ
る
激
内
よ
り
見
た
る
佛
身
槻
は
何
れ
も
法
身
常
住
の
思
想
を
中
心
ご
し
、
客
観
的
眞
理
ご
し
て
の
理

膿
佛
に
基
き
種
々
作
用
身
の
存
在
を
要
請
せ
る
も
の
で
あ
る

從
つ
て
其
所
説
は
未
だ
佛
陀
帥
自
己
の
膿
験
佛
に
徹

せ
ざ
る
の
思
ひ
が
あ

る
。
以
下

に
灘
宗
よ
り
見
た

る
佛
身
観
ー
ー
内
在
的
佛
身
槻
ー

を
略
述
し
や
う
。

閣

六
租
以
前
の
佛
身
親

(・
)初
租
達
磨
の
佛
身
観
。
達
磨
大
師
血
脈
論
(雛

諜

轟

聯
旗
)
を
見
る
に

刷
一
切
時
中

一
切
慮
所
、
皆
是
汝
本
心
。
皆
是
汝
本
佛
。
帥
心
是
佛
亦
復
如
是
。
除
此
心
外
。
終
無

別

佛
可
得
。

離
此
心
外
。
覚
菩
提
淫
繋
Q
無
有
是
慮
。
自
性
眞
實
、
非
因
非
果
法
。
帥
是
心
義
。
肖
心
是
浬
盤
。
若
言
心
外
有
佛

及
菩
提
可
得
。
無
有
是
威
。
佛
及
菩
提
皆
在
何
慮
。
讐
如
有
人
以
手
提
虐
塞
得
否
Q
盧
室
但
有
名
Q
亦
無
相
貌
。
取

不
得
捨
不
得
。
是
捉
塞
不
得
Q
除
此
心
外
見
佛
。
終
不
得
也
。
佛
是
自
心
作
得
。
因
何
離
此
心
外
覚
佛
。
前
佛
後
佛

只
言
其
心
◎
心
郎
是
佛
。
佛
即
是
心
Q
心
外
無
佛
。
佛
外
無
心
。
若
言
心
外
有
佛
。
佛
在
何
慮
。
心
外
既
無
佛
。
何

起
佛
見
。
逓
信
諮
惑
。
不
能
了
本
心
。
被
宕
無
情
物
。
撮
無
自
由
。
若
也
不
信
。
自
誼
無
盆
。
佛
無
過
患
。
衆
生
顛

灘
宗
よ
り
見
索
ろ
佛
身
灘

入
三



縄
宗
よ
吼
見
六
る
佛
勇
魏

入
四

倒
。
不
畳
不
知
膚
心
是
佛
。
若
知
自
心
是
傍
。
不
懸
心
外
覚
佛
。
佛
不
度
佛
。
將
心
覚
佛
。
不
識
佛
但
是
外
。
覚
佛

者
鑑
是
不
識
肖
心
是
佛
。
亦
不
得
將
佛
禮
佛
。
不
得
將
心
念
佛
。
佛
不
諦
経
。
佛
不
持
戒
。
佛
不
犯
戒
。
佛
無
持
犯
。

亦
不
造
善
悪
。
若
欲
覚
佛
。
須
是
見
性
。
見
性
帥
是
佛
。
若
不
見
性
。
念
佛
諦
経
。
持
齋
持
戒
亦
無
盆
威
。
念
佛
得

因
果
。
諦
経
得
聰
明
。
持
戒
得
生
天
。
布
施
得
幅
報
。
覚
佛
絡
不
得
也
。
…
…
若
要
覚
佛
。
直
須
見
性
。
性
帥
是
佛
。

佛
帥
是
自
在
人
。
無
事
無
作
人
。
L
(四
百
五
)

ε
あ
り
、
帥
心
是
佛
、
見
性
帥
是
佛
を
説
き
、
無
事
無

作
の
自
在
心
を
佛

ε
見
て
ゐ
る
。
更

に

「
帥
此
身
是
汝
本
法
身
。
帥
此
法
身
是
汝
本
心
。

…
…
法
身
常
住
。
無
所
住
。
如
來
法
身
常
不
攣
異
。」
(四
百
六
)

ε
あ
り
、
絶
甥
普
遍

の
自
在
心
を
法
身
な
り
こ
し
、
同
時
に
身
郎
法
身
な
り
ご
も
説
か
れ
て
あ

る
◎
更

に
三
身
を
説

い
て
は
其
の
悟
性
論

に

「
佛
有
三
身
者
。
化
身
報
身
法
身
。
化
身
亦
云
癒
身
。
若
衆
生
常
作

善

時
郎
化
身
。
現
脩
智
慧
時
帥
法
身
。
現
畳

無
爲
即
法
身
。
常
現
飛
縢
十
方
随
宜
救
濟
者
。
化
身
佛
也
。
若
断
惑
帥
是
雪
山
成
道
。
報
身
佛
也
Q
無
言
無
説
無
作

無
得
湛
然
常
住
。
法
身
佛
也
。
若
論
至
理
Q

一
佛
尚
無
。
何
得
有
三
Q
此
謂
三
身
者
。
但
擦
人
智
也
。
人
有
上
中
下

説
。
下
智
之
人
妄
興
幅
力
也
。
妄
見
化
身
佛
。
中
智
之
人
妄
断
煩
悩
。
妄
見
報
身
佛
。
王
智
之
人
妄
謹
菩
提
。
妄
見

法
身
佛
、
上
上
智
之
入
内
照
圓
寂
。

明
心
即
佛
。
不
待
心
而
得
佛
智
。
知

三
身
與
萬
法

、
皆
不
可
取
不
可
説
。
此
帥

解
脱
心
Q
成
於
大
道
o
」
(四
百
十
)



ε
あ
り
、
元
來
三
身
は
取

る
べ
か
ら
す
説
く

べ
か
ら
す
三
身

の
得

べ
き
も
の
な
し
、
但
其

の
機
根
に
随

つ
て
三
身
を

妄
見
す

る
。
善
を
作
す
時
其

の
儘

に
化
身
で
あ
り
、
智
慧
を
脩
す

る
時
其
儘

に
報
身

で
あ
り
、
無
爲
を
畳
る
時
其
儘

に
法
身

で
あ
る
。
而
し
て
心
帥
佛
の
解
脱
心
を
得

る
者
が
眞

の
佛
を
見

る
者

で
あ
る
ご
な
し
て
ゐ
る
。

(2
)
二
粗
慧
可

の
佛
身
窺
。
慧
可
も
亦
即
心
帥
佛
、
帥
身
帥
佛
、
生
佛
不
二
を
説
く
。
帥
身
成
佛
、
生
佛
不

二
を

説

い
て
は

「
観
レ身
與
γ佛
不
二差
別
一何
須
更
覚
二彼
無
鯨
一」
(藁
藏
。景
徳
傳
灯

錐
巻
三
・十
七
左
)

ご
い
ひ
、
帥
心
帥
佛
を
説

い
て
は

「
是
心
是
佛
是
心
是
法
法
佛
無
二
信
寳
亦
然
」
(同
+
五
右
)

ご
あ
る
り
此
語
は
三
租
僧
環
に
示
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、

三
租
の
佛
身
槻

も
殆
ご
之
に
等

し
き
も
の
ε
思

ふ
。

(3
)
四
組
道
信
の
佛
身
観
。
景
徳
傳
燈
録
(巻
四
.七
左
)
に
依
れ
ば

「
夫
百
千
法
門
同
蹄
二方
寸
一河
沙
妙
徳
総
在
艶心
源
一
一
切
戒
門
定
門
慧
門
神
遽
獲
化
悉
自
具
足
不
レ離
　
汝
心
二

切
煩

悩
業
障
本
來
室
寂

一
切
因
果
皆
如
二夢
幻
一無
　三
界
可
v出
無
昌
菩
提
可
ツ求
人
與
　非
入
一
性
相
李
等
大
遽
盧
蹟
絶
恵

絶
ゾ慮

如
レ是
之
法
汝
今

巳
得
更
無
昌闘
少
一輿
レ佛
何
殊
更
無
昌別
法
一汝
但
任
レ心
宮
在
莫
p作
魏

行
一亦
莫
レ澄
ン心
莫
レ起
蔓貧
瞑
一莫
レ懐
二

愁
慮
一蕩
蕩
無
磯
任
レ意
縦
横
不
レ作
=諸
善
一不
レ作
諸

悪
一行
佳
坐
臥
欄
レ目
遇
レ縁
総
是
佛
之
妙
用
快
樂
無
レ憂
故
名
爲
レ佛
」

ご
あ
り
、
思
慮
を
絶
し
た

る
自
在
心
帥
佛
な
り
こ
し
て
ゐ
る
Q

輝
宗
よ
り
見
力
ろ
佛
身
狸

駈

入
五



憩
榔添
よ
り
見
れ
ろ
佛
尚刻
鮒
恥

入
山ハ

(
4
)
五
租
弘
怨
の
佛
身
観
。

五
組
弘
怨
は
「
了
然
守
本
眞
心
是
第

一
道
」
「
不
失

正
念
」
を
高
唱
し
心
師
佛
を
説
く
。

其
の
葦

室

乗
論
」
(績
藏
経
第
一
輯
第
二

編
第
十
五
套
第
五
冊
)
を
見

る
に

「
夫
修
道
之
本
盟
須
レ識
當
身
本
來
清
浄
不
生
不
滅
無
レ有
秀

別
一自
性
圓
満
清
浄
之
心
此
是
本
師
乃
勝
レ念
二十
方
諸
佛

…
…
若
識
レ心
者
守
乏

則
到
二彼
岸
一迷

心
者
棄
レ之
則
堕
一三
塗

故
知

三
世
諸
佛
以
昌自
心
一爲
二本
師
一…
…
問
日
何
名
二自
心

勝
ワ念
彼

佛
}答
日
常
念
彼

佛
ネ

レ免
鵬生
死
一守
二我
本
心
一則
到
彼

岸

余
剛
経

云

若
以
ソ色
見
レ我
以
昌音
聲
一求
レ我
是
人
行
二

邪
遣
ネ

レ能
見

桝珈

來
一故
云
守
一一本
興

心
一勝
レ念
二佗
佛
一…
:
・十
方
諸
佛
悟
　達
法
性
一皆
自
然
照
療

於
心
源
一
妄
想
不
レ生
正

念
不
レ失
我
所
心
滅
故
得
レ不
レ受
昌生
死
一不
生
死
赦
帥
畢
寛
寂
滅
故
知
萬
樂
肉
蹄

一
切
衆
生
迷
昌於
眞
性
ネ

レ識
一心
本
一
種

種
妄
縁
不
レ修
昌正
念
一故
帥
悟
愛
心
起
以
二惜
愛
一故
則
心
器
破
漏
心
器
破
漏
故
即
有
昌生
死
一
有
=
生
死
一
故
則
諸
苦
自
現

心

王
経
云
眞
如
佛
性
没
一一在
知
見
六
識
海
中
噌沈
二論
生
死
一不
レ得
解

脱
一努
力
會
レ是
守
二
本
眞
心
一妄
念
不
レ生
我
所
心
滅
臼
然

與
レ佛
準
等
無

二
…
…
三
世
諸
佛
皆
從
昌心
性
中
鳳
生
先
守
昌
眞
心
一妄
念
不
レ生
我
所
心
滅
後
得
二成
佛
一故
知
守
一】本
眞
心
一是

三
世
諸
佛
之
組
也
…
…
吾
今
望
得
三汝
自
識

本

心
是
佛
一…
…
若
能
自
識
　本
心
一念
念
磨
錬
莫
崔

者
帥
自
見
二佛
性
哺也
…

…
若
佛
能
度
二衆
生
】者
過
去
諸
佛
恒
沙
無
量
何
故
我
等
不
=成
佛
一也
只
是
情
誠
不
魯

内
登
一是
故
沈
鵬没
苦
海
一努
力
努
力

…
:
・問
日
云
何
是
我
所
心
滅
答
日
爲
レ有
二小
許
勝
レ他
之
心
一自
念
』
我
能
如
7既
者
是
我
所
心
浬
盤
中

病
故
浬
繋
経
日
警

如
7盧
塞
能
容
二萬
物
一而
此
盧
察
不
岡膚
念
」言
我
能
含
容
如
骸
是
此
喩
}昌我
所
心
滅
趣
金

剛
三
昧
嶋」
(四
百
+
五
右
ー
四
百
+
六
左
)

ε
あ
り
、
自
性
の
圓
満
な
る
清
浮
心
は
三
世

の
諸
佛
も
之
を
以
て
本
師
ご
な
す
。
色
音
聲
を
以
て
佛
を
見

ん
こ
す

る



も
不
可
能
、
た

や
薗
心
を
守

る
者
が
佛
を
見

る
。
自
性

分
眞
心
が
諸
佛
の
根
源
で
あ
り
自

の
本
心
が
是
れ
佛

に
外
な

ら
ぬ
、
佛

が
客
窺
的
存
在
な
り
ご
せ
ば
何
故

に
普
遍
的
救
濟
を
行
は
澱
か
。
盧
察
の
能
く
萬
物
を
含
容

し
而
も
薗
ら

夫
れ
を
意
識
せ
ざ
る
が
如
く
、
他

に
勝

る
の
心
な
き
者

こ
そ
本
心
是
佛

の
自
畳
を
得

る
こ
な
し
て
ゐ
る
。

(5
)
六
租
慧
能
の
佛
身
親
、
慧
能
は
卓
越

せ
る
大
匠

に
し
て
入

々
具
足
の
般
若

の
本
性
帥
佛
に
し
て
他

に
何
等

の

佛
な
き
を
明
か
し
、
六
租
壇
経
に
「
本
性
是
佛
、
離
性
無
別
佛
」
(旙
四
.四
左
)
こ
い
ひ
、
更

に

「
彼
既
是
佛
、
已
具
知
見
、
何
用
更
開
、
汝
今
當
信
、
佛
知
見
者
、
只
汝
自
心
、
更
無

別
佛
、蓋
爲

一
切
衆
生
自
蔽

光

明
貧
愛
塵
境
外
線
内
擾
甘
受
騙
馳
、
便
勢
他
世
奪
從
三
昧
起
、
種
種
苦
ロ
勘
令
寝
息
。
莫
向
外
救
與
佛
無

二
。
」

(騰
四
・入
左
)

ご
い
ひ
、
自
己
本
來

の
心
光
こ
れ
佛
の
知
見
に
し
て
、
野
象

に
縛
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
即
ち
佛
な
リ
ビ
し
、
凡
聖

の
差

は
こ
れ

一
念

の
間
に
あ
る
を
説

い
て
は

コ

念
修

行
自
身
等
佛
、
善
知
識
、
凡
夫
帥
佛
、
煩
惜
即
菩
提
、
前
念
迷
即
凡
夫
、
後
念
悟
郎
佛
。
」
(騰
四
.四
左
)

こ
い
ひ
煩
惜
本
無
膿

に
し
て
般
若
の
智
を
見

る
所

に
佛
を
見

る
ビ
な
し
、
更

に

「
前
念
不
生
郎
心
、
後
念
不
滅
帥
佛
、
成

一
切
相
帥
心
、
離

噌
切
相
即
佛
、
吾
若
具
説
窮
劫
不
盤
、
聴
吾
偏
日
、
帥

心
名
慧
、
帥
佛
乃
定
c
」
(
騰
四
.八
右
)

ご
い
ひ
盧
室

の
家
廓

ご
し
て

}
鮎
の
雲
な
き
が
如
く
、
境

に
渉

り
著

せ
ざ

る
底

の

}
念
帥
ち
心

で
あ
り
、
柳

に
逢
ふ

輝
宗
よ
り
見
表

ろ
佛
勇
観

'

入
七



灘
宗
よ
リ
見
六
ろ
佛
身
観

入
八

て
は
緑
を
看
、
花
に
逢

ふ
て
は
紅
を
看

る
是
れ
帥
ち
心
で
あ
る
。
柳
緑
花
紅

に
著
せ
ざ
る
も
の
が
定

に
し
て
佛

で
あ

り
、

能
く
境
を
照
ら
す

も
の
が

55
、
此
の
定
慧
清
浮
を
得

る
も
の
に
し

て
始

め
て
佛
を
得

る
ご
な
し
て
ゐ
る
。
其

の

眞
佛
を
説
い
て
は

「
後
代
迷
人
若
識
衆
生
、
邸
是
佛
性
、
若
不
識
衆
生
、
萬
劫
覚
佛
難
逢
、
吾
今
教
汝
、
識
自

心
衆
生
見
自

心
佛
性
、

欲
求
見
佛
但
識
衆
生
、
只
爲
衆
生
迷
佛

,
非
是
佛
迷
衆
生
、
自
性
若
悟
衆
生
是
佛
、
自
性
若
迷
佛
是
衆
生
、
自
性

準
等
衆
性
是
佛
、
自
性
邪
瞼
佛
是
衆
生
、
汝
等
心
若
瞼
曲
、
帥
佛
在
衆
生
中
、

}
念
李
直
、
帥
是
衆
生
成
佛
、
我

心
自
有
佛
、
肖
佛
是
眞
佛
、
自
若
無
佛
心
、
何
慮
求
眞
佛
、
汝
等
自
心
是
佛
、
更
莫
狐
疑

、」
(騰
四
。+
三
左
)

ご
あ
り
自
心
の
衆
生
た

る
こ
ご
の
清
深
な
る
自
畳

こ
む
眞
佛
自
ら
の
自
畳

で
あ
り
、
衆
生

の
衆
生
た
る
を
見

る
眼
帥

ち
眞
佛

の
眼
に
外
な
ら
な
い
ご
説

い
て
ゐ
る
。
更

に
法
・色

二
身
説

ざ
し
て
は

「
擦
汝
所
説
、
帥
色
身
外
別
有
法
身
、
離
生
滅
求
於
寂
滅
、
又
推
渥
盤
常
樂
、
言
有
身
受
用

、斯
乃
執
怯
生
死
耽
著

世
樂
、
汝
今
當
知
、
佛
爲

一
切
迷
人
認
五
纏
和
合
爲
自
禮
相
、
分
別

一
切
法
爲
外
塵
相
、
好
生
悪
死
念
念
遷
流
、

不
知
夢
幻
盧
假
柾
受
輪
廻
、
以
常
樂
浬
樂
翻
爲
苦
相
絡
日
馳
求
、
佛
懲
此
故
乃
示
浬
薬
眞
樂
、
刹
那
無
有
生
相
.

刹
那
無
有
滅
相
、
更
無
生
滅
可
滅
、
是
剣
寂
滅
現
前

、」
(騰
四
.九
左
)

ぜ
あ
り
色
身
は
攣
化
極
ま
り
な
き
肉
燈
身

で
あ
り
、
法
身
は
色
身
以
外

に
在

る
無
漏
法
性

の
理
膿
に
し
て
超
知
壁
的

實
在
な
り
ご
解
す

る
如
き
は
、
肉
腱
身
帥
法
身
な
る
を
自
畳

せ
ざ
る
者

の
大
錯
誤
な
り
ご
し
、
生
滅
愛
化

の
中

に
こ



そ
寂
滅
常
住
は
あ
れ
、
墾
化
を
離
れ
て
は
何
等
の
常
住
も
な
し
ご
し
、
色
身
の
中

に
法
身
を
見
る

べ
き
を
力
説

さ
れ

て
ゐ
る
。
叉
三
身
佛
を
説

い
て
は
、
自
性

の
中

に
之
を
見
る
べ
く
他

に
向

つ
て
求
む

べ
か
ら
す

ご
し
、
自
性
中
の
清

浮
法
身
佛
・圓
満
報
身
佛
・
千
百
億
化
身
佛

に
醤
す

る
自
蹄
依
を
高
唱
し
、
其

の
清
浮
法
身
佛
を
説

い
て
は

「
何
名
清
浄
法
身
佛
、
世
人
性
本
清
浮
、
萬
法
從
自
性
生
、
思
量

}
切
悪
事
即
生
悪
行
、
思
量

一
切
善
事
帥
生
善
行

如
是
諸
法
在
自
性
中
、
如
天
常
清
日
月
常
明
、
●爲
浮
雲
蓋
覆
上
明
下
暗
、
忽
遇
風
吹
雲
散
上
下
倶
明
萬
象
皆
現
、
世

人
性
常
浮
游
如
彼
天
雲
、
善
知
識
、
智
如

日
慧
如
月
、
智
慧
常
明
、
於
外
著
境
被
妄
念
津
雲
蓋
覆
自
性
、
不
得
朗
朗
、

若
遇
善
知
識
、
聞
眞
正
法
、
自
除
迷
妄
内
外
明
徹
、
於
自
性
中
萬
法
皆
現
、
見
性
之
人
亦
復
如
是
、
此
名
清
浮
法
身

佛
」
(騰
四
。七
左
)

ご
あ
り
自
性
は
本
來
無
依

に
し

て
善
悪

の
萬
法
悉
く
自
性
よ
り
生
じ
、
無
明
の
業
識

に
覆

は
れ
る
故
に
之
を
自
畳

し

得
す
、
誤
れ
る
盧
妄
の
生
活

に
陥

つ
て
ゐ
る
。
此
の
生
活
を
脱

し
た
る
自
性
の
臼
畳
者
こ
そ
清
浄
法
身
佛

の
運
載
者

に
外
な
ら
ぬ
こ
な
し
、
其
の
圓
満
報
身
佛
を
説

い
て
は

「
何
名
圓
満
報
身
、
讐
如

一
燈
能
除
千
年
暗
、

一
智
能
滅
萬
年
愚
、
莫
思
向
前
巳
過
、
不
可
得
常
思
於
後
、
念
念
圓

明
自
見
本
性
、
霊
量
心
錐
殊
本
性
無
二
、
無

二
之
性
名
爲
實
性
、
於
實
性
中
不
染
善
悪
、
此
名
圓
満
報
身
佛
」

(騰
四
。七
左
入
右
)

ざ

い
ひ
苦
悩

の
鐵
鎖

に
縛

さ
れ
だ
る
過

去
の
生
活
を
追
は
す
、
架
塞
の
想
像
に
充
た
さ
れ
た
る
未
來
の
生
活
を
夢
み

輝
宗
よ
リ
見
雲
ろ
佛
勇
観

入
九



麗
宗
よ
リ
見
糞
る
佛
身
観

九
〇

す
、
唯
現
在
の
眞
實
な
る
自
性

に
生
き

一
切
の
霊
量
心
に
著

せ
ざ
る
者

こ
そ
圓
満
報
身
佛

の
禮
観
者
で
あ
る
こ
な
し
、

其

の
千
百
億
化
身
佛
を
説

い
て
は

「
何
名
千
百
億
化
身
、
若
不
思
萬
法
、
性
本
如
塞
、

一
念
思
量
名
爲
鍵
化
、
思
量
悪
纂
化
爲
地
獄

、
思
量
善
事
化
爲

天
堂
、
毒
害
化
爲
龍
蛇
、
慈
悲
化
爲
菩
薩
、
智
慧
化
爲
上
界
,
愚
擬
化
爲
下
方
、
自
性
鍵
化
甚
多
、
迷
人
不
能
省
畳
、

念
念
起
悪
常
行
悪
道
、
廻

一
念
善
、
知
慧
帥
生
、
此
名
自
性
化
身
佛
」

(騰
四
.八
右
)

こ
い
ひ
思
量
以
前

の
湛
然
寂
静

な
る
自
性

が
思
量
の
限
定
を
受
け
た
る
を
攣
化

と
名

づ
け
、
種

々
無
量
な

る
思
量

の

姿
を
千
百
億
化
身
佛

ご
呼
び
、
自
性
の
三
身
を
悟
了
す

る
こ
ご
郎
自
性

の
佛
を
識
る
こ
ε
な
り
こ
な
し
、
更

に

「
師
日
、
三
身
者
、
清
浮
法
身
汝
之
性
也
、
圓
満
報
身
汝
之
智
也
、
千
百
億
化
身
汝
之
行
也
、
若
離
本
性
別
説
三
身
、

郎
名
有
身
無
智
、
若
悟
三
身
無
有
自
性
、
帥

明
四
智
菩
提
」
(騰
四
.九
右
)

ご
い
ひ
て
三
身

に
個
別
的
自
性
な
く
自
性
、
智

慧
、

日
用

の
行
爲
の
假
立
的
異
名

に
過
ぎ
ざ
る
を
自
畳
せ
ば
大
圓
鏡

智

、
卒
等
性
智
、
妙
親
察
智
、
成
所
作
智

を
騰
得
す

る
ご
な
し
て
ゐ
る
。
更
に
自
性
眞
佛
の
偶
に

「
眞
如
自
性
是
眞
佛
、
邪
見
三
毒
是
魔
王
、
邪
迷
之
時
魔
在
含
、
正
見
之
時
佛
在
堂

…
…
法
身
報
身
及
化
身
、
三
身

本
來
是

一
身

…
:
本
從
化
身
生
浮
性
、
浮
性
常
在
化
身
中
、
性
使
化
身
行
正
道
、
當
來
圓
満
遣
ハ無
窮

:
…
・し

(騰
四
・十
三
左
十
四
右
)

ご
い
ひ
三
身
は
同

一
身
に
し
て
而
も
法
身
を
以
て
生
身
よ
り
生
す
ご
な
し
、

日
常
行
爲

に
實
践

さ
れ
て
こ
そ
法
身
の



眞
儂
を
登
揮

し
得
こ
な
せ
る
如
く
、
化
身
を
最
重
要
視
せ
る
所

に
灘
宗
濁
特
の
佛
身
観

が
あ

る
ご
思
は
れ
る
。
更
に

五
労
法
身
を
説

い
て
は

「
一
戒
香
、
郎
肖
心
中
無
非
無
悪
、
無
嫉
妬
無
貧
瞑
無
劫
害

、
名
戒
香
、

二
定
香

,
帥
観
諸
善
悪
境
相
自
心
不
謝
、

名
定
香
、
三
慧
香
、
自
心
無
擬
、
常
以
智
慧
親
照
自
性
不
造
諸
悪
、
錐
修
衆
善
心
不
執
着
、
敬
上
念
下
於
櫨
孤
貧
、

名
慧
香
、
四
解
脱
香
、
郎
自
心
無
所
禁
縁
、
不
思
善
不
思
悪
、
自
在
無
磯
、
名
解
脱
香
、
五
解
脱
知
見
香
、
膚
心
既

無
所
禁
縁
善
悪
、
不
可
沈
塞
守
寂
、
帥
須
廣
學
多
聞
、
識
自
本
心
達
諸
佛
理
、
和
光
接
物
無
我
無
人
、
眞
至
菩
提
眞

性
不
易
、
名
解
脱
知
見
香
、
善
知
識
、
此
香
各
自
内
薫
、
莫
向
外
覚
」
(騰
四
.七
右
)

ご
あ
り
、
自
性
本
來
清
澤

に
し

て
無
爲
、
.戒

の
持
す

べ
き
な
く
又
犯
す

べ
き
な
く
、
善
に
し
て
悪

な
ら
ざ

る
佛
性
を

持
行
す

る
帥
ち
是
れ
戒
身

で
あ

る
。
諸
善
悪

の
境
相

こ
れ
無
自
性

に
し
て
不
可
得
な

る
を
了
達
し
、
達
磨
の
所
謂
大

乗
を
深
信
し
心
に
退
轄
な
き
帥
ち
是
れ
定
身

で
あ
る
。
無
邊
際

に
し
て
遮
止
な
き
智
慧
光
を
以
て
無
著

の
善
行
を
修

す

る
即
ち
是

れ
慧
身

で
あ
る
。
自
由
な
る
自
性

に
住
し
而
も
自
ら
の
自
由
を
計
ら
す
繋
縛
の
名
を
も
愴
悪
せ
ざ

る
即

ち
是

れ
解
脱
身
で
あ
る
。
斯

の
如
き
解
脱
の
全
境

に
住
し
何
等

の
邊
見
な
く
、
衆
生
を
救
利
し
物

に
癒
じ
形
を
現

は

し
、
永
恒
不
礎

な
る
菩
提

の
眞
性
に
活
き
る
も
の
是
れ
帥
ち
解
脱
知
見
身
で
あ

る
。
五
分
法
身

は
悉

く
吾
人
の
脚
嚴

下

に
あ
り
他

に
向

つ
て
求
む

べ
き
で
は
な
い
ご
説
か
れ
て
あ
る
。

輝
宗
よ
嚇
見
六
ろ
佛
嘉
観

九

一



暉
宗
よ
り
見
雲
ろ
佛
身
魏

九
二

二

六
租
以
後
の
佛
身
槻

(1
)
青
原
行
思

の
佛
身
観
。
六
租
慧
能

の
第

一
の
法
嗣
た
る
青

原
行
思

の
佛
身
観
は
宗
鏡
録
第
九
十
七
巻
に
依

っ

て
其
の
大
要
を
覗
知
す

る
こ
ご
が
出
來

る
。
曰
く

「
吉
州
思
和
術
云
、
帥
今
語
言
帥
是
汝
心
、
此
心
是
佛
、
是
實
相
法
身
佛
、
経
云
、
有

三
阿
僧
祇
百
千
名
號
、
随
世

界
慮
慮
立
名
、
如
随
色
摩
尼
珠
、
鯛
青
即
青
、
鯛
黄
帥
黄
、
寳
本
色
.
如
指
不
自
鯛
、
刀
不
自
割
、
鏡
不
自
照
、
随

像
所
現
之
慮
各
各
不
同
、
得
名
優
劣
不
同
、
此
心
與
盧
室
齊
壽
、
若
入
三
昧
門
無
不
是
三
昧
、
若
入
無
相
門

総
是
無

相
、
随

立
之
慮
鑑
得
宗
門
、
語
言
哺
笑
屈
伸
傭
仰
、
各
從
性
海
所
螢
故
得
宗
名
、
相
好
之
佛
是
因
果
佛
、
帥
實
相
佛

家
用
、
経
云
、
三
十
二
相
入
十
種
好
、
皆
從
心
想
生
、
亦
云
、
法
性
家
焔
、
叉

云
、
法
性
功
勲
、
随
其
心
浄
帥
佛
土

浮
、
諸
念
若
生
随
念
得
果
、
鷹
物
而
現
謂
之
如
來
、
随
慮
而
去
故
無
所
求

一
切
時
中
更
無

一
法
可
行
、
自
是
得
法
、

不
以
得
更
得
.
是
以
法
下
知
法
、
法
不
聞
法
、
李
等
帥
佛

.
佛
師
卒
等
、
不
以
卒
等
更
行
卒
等
、
故
云
濁

一
無
件

、

迷
時
迷
於
悟
、
悟
時
悟
於
迷
、
迷
還
自
迷
、
悟
還
自
悟
、
無
有

一
法
不
從
心
生
、
無
有

一
法
不
從
心
滅
、
是
以
迷
悟

総
在

一
心
、
故
云

N
塵
含
法
界
、
非

心
非
佛
者
、
翼
爲
本
性
過
諸
数
量
、
非
聖
非
辮
、
辮
所
不
能
言
、
無
佛
可
作
無

溢
可
修
、
経
云
、

若
知
如
來
常
不
説
法
、

是
名
具
足
多
聞
、

郎
見
肖
心
具
足
多
聞
、

故
草
木
有
佛
性
者
、
皆
是

一

心
沸
飯
食
作
佛
事
、
衣
服
作
佛
事
」
(
雲
四
.七
+
七
右
)



摩
尼
寳

珠
の
青

に
燭
れ
て
は
青
、
黄

に
鯛

れ
て
は
黄

な
る
が
如
く
、

三
昧
門

に
入

つ
て
は
三
昧
、
無
相
門

に
入

つ

て
は
無
相
な
る
吾
人
の
心
性
即
ち
法
身
佛

で
あ
り
、
此
心
性

に
基

く
語
言
曙
笑
屈
伸
傭
仰

こ
れ
凡

べ
て
法
身
佛

の
顯

現
で
あ
る
。

三
十
二
相

・
入
十
種
好
を
具
す

る
相
好
佛

は
因
果
佛

に
し
て
物
に
懸
じ
て
生
す
る
諸
念

の
姿
に
外
な
ら

す
、

心
性

の
自
己
限
定

に
依
る
用
た
り
焔
た

り
功
勲
た
る
に
過
ぎ
な

い
。
是
れ
帥
ち
如
來

に
し
て
求

め
な
く

一
法

こ

し
て
行
す

べ
き
も
の
も
な

い
。
斯

か
る
諸
念
の
生
滅
は
心
性

の
自
己
限
定

に
外
な
ら
ざ

る
故
に
凡

べ
て
の
事
象
は
各

自

の
心
性
に
基
き
、
此
の
心
性

の
佛
を
見

る
も
の
が
帥
ち
具
足
多
聞

ご
名

づ
け
ら
れ

る
。

(2
)
石
頭
希
遷

の
佛
身
観
。
行
思
の
法
嗣
た
る
希
遷
は
肇
論
に
「
會
=萬
物
一爲
レ己
者
其
唯
聖
人
乎
」
ご
あ
る
を
看
兀

を
粥
し
て
曰
く

「
聖
人
無
レ巳
靡
レ所
レ不
已
法
身
無
レ象
誰
云
昌自
他
】圓
鑑
霧
照
昌於
其
問
一萬
象
禮
玄
而
自
現
境
智
非
=

敦
云
昌去
來
一
至
哉

斯
語
也
」
(績
藏
経
乙
第
十
一
套
第
一
冊
入
十
一
左
)

自
己
意
識
を
越

へ
た
る
大
我

こ
れ
帥
法
身

に
し
て
、

「
帥
心
帥
佛

心
佛
衆
生
菩
提
煩
惜
名
異
膿

一
汝
等
當
レ知
自
己
心
窮
膿
離
断

常
一
性
非
昌
垢
澤
一
湛
然
圓
満
凡
聖
齊
同
慮

用
無
方
離
ふ

意
識
三
界
六
道
唯
自
心
現
水
月
鏡
像
豊
有
コ生
滅
一汝
能
知
レ之
無
レ所
レ不
備

」
(
同
)

生
佛
不

二
、
帥
心
帥
佛
な
る
も
の
で
あ

る
。

(3
)雪
峰
義
存
の
佛
身
窺
。
徳
山
宣
鑑
の
法
嗣
た
る
義
存

の
佛
身
窺
を
見
る
に
、
其

の
語
録

(鞭
識
輕
聯
葎
鱒
聯
旗
編
Y

縄
宗
よ
リ
見
表
る
傍
勇
魏

九
三



灘
宗
よ
リ
見
六
ろ
佛
身
観

九
四

に
爽
の
如
く
遽

ぺ
ら
れ
て
あ

る
。

「
郎
心
是
佛
見
性
是
佛
」
(
四
百
七
+
九
右
)

「
傭
云
須
菖是
見
性
方
得
=成
佛
一王
云
何
爲
二見
性
一師
云
塁

直

本
性
一無
　物
可
ワ見
此
見

難
信
之
法
百
千
諸
佛
同
得
」

(四
百
七
十
九
右
)

「
問
如
何
是
佛
師
日
窯
語
作
二什
歴
一」
(四
百
入
十
遜
右
)

「問
如
何
是
佛
隔
云
法
林
下
無
昌天
子
位
こ
(四
百
七
+
五
右
)

「
問
如
何
是
諸
佛
出
身
慮
師
云
自
己
労
事
作
麿
生
進
云
是
什
麿
師
云
無
我
且
闘

禰
俗
無
樹
師
云

我
識
昌得
禰
こ

(四
百
七
十
五
右
)

「
問
如
何
是
法
身
師
云
錐

是̀
縁
生
廊

不
レ可
レ咬
昌尿
蟹

也

」
(四
百
七
+
五
左
)

「
問
如
何
是
諸
佛
師
云
莫
レ鯛
レ誰
進
云
如
何
是
不
レ鯛
レ誰
師
云
解
レ無
=漸
塊
こ

(四
百
七
+
三
左
)

郎
ち
本
源

の
自
性
を
見
る
所

に
佛
あ
り
、
自
己
舜
事
を
畳
醒
す
る
駅

に
佛
あ
り
こ
な
し
て
ゐ
る
。

(
4
)
南
嶽
懐
譲
の
佛
身
親
。
慧
能

の
嗣
だ

る
懐
譲

の
佛
身
観
を
見

る
に
、
馬
祀
道

一
繹
師
語
録
(鞭
載
惟
聯
套
鱒
聯
脹
編
)

に
、

「
問
日
。
大
徳
坐
禮
圖
什
麿
。
師
日
。
圖
作
佛
。
譲
乃
取

一
嬉
。
於
彼
奄
前
磨
。
師
日
。
磨
嬉
作
麿
。
譲
日
。
磨
作

鏡
。
日
師
。
磨
確
豊
得
成
鏡
。
譲
日
。
磨
確
既
不
成
鏡
。
坐
灘
豊
得
成
佛

耶
。
師
日
。
如
何
帥
是
。
譲

日
。
如
牛



駕
車
。
車
不
行
。
打
車
帥
是
、
打
牛
部
是
σ
師
無
醤
。
護
叉
日
。
汝
爲
學
坐
繹
Q
爲
學
坐
佛
。
若
學
坐
暉
。
灘
非

坐
臥
。
若
學
坐
佛
。
佛
非
定
相
。
於
無
住
法
。
不
慮
取
捨
。
汝
若
坐
佛
。
郎
是
殺
佛
。
若
執
坐
相
。
非
達
其
理
。
」

(
四
百
五
左
)

ご
あ
b
、
確
を
磨
し
て
鏡

と
し
、
行
か
ざ
る
牛
車

の
車

を
打

つ
て
之
を
行
か
し

め
ん
ε
す

る
如
く
、
定
相
中

に
佛

な
く
坐
佛
は
却

つ
て
殺
佛
な
り
こ
し
て
ゐ
る
。
稽

々
も
す
れ
ば
定
中

の
死
物
的
佛
身
観

に
堕

せ
ん
と
す
る
風
を
改
め

て
活
動
的
佛
身
観
を
説
け

る
鮎
は
注
目
に
値
す
る
。

(
5
)
馬
灘
這

一
の
佛
身
鶴
。
懐
譲
の
嗣

た
る
道

一
の
佛
身
観
を
見
る
に
其
の
語
録
に
曰
く

「
汝
等
諸
人
。
各
信
自
心
是
佛
。
此
心
・即
是
佛
。
…
…
夫
求
法
者
。
慮
無
所
求
。
心
外
無
別
佛
。
佛
外
無
別
心
。
不

取
善
不
捨
悪
.
浮
機
爾
邊
、
倶
不
依
情
。
達
罪
性
察
。
念
念
不
可
得
。
無
宮
性
故
。
」
(四
百
五
左
f
四
百
六
右
)

「
扮
州
無
業
輝
師
墾
組
。
…
…
常
聞
輝
門
帥
心
是
佛
。
實
未
能
了
。
租
日
。
只
未
了
底
心
即
是
。
更
無
別
物
。
」

(四
百
七
左
)

「
信
問
。
和
爾
爲
甚
麿
説
即
心
部
佛
。
藤
日
。
爲
止
小
兇
曙
。
日
囎
止
時
如
何
。
祀
日
。
非
心
非
佛
。
」
(
四
百
入
右
)

心
外
に
別
佛
な
く
帥
心
帥
佛
に
し
て
、
帥
心
帥
佛

ご
説
く
も
非
心
非
佛
ご
説
く
も
唯
是
れ
撮
化

の
方
便
で
あ
り
、

在
在
庭
虚
に
佛
有

り
、
事
理
鍵
通

の
智
慧
を
以
て
佛
な
り
こ
し
、
物
に
癒
じ
形
を
現
は
す
智
用
の
無
窮
な
る
燈
郎
ち

法
身
な
b

ビ
な
し
て
ゐ
る
。
更
に
其

の
心
を
説

い
て
は

藤
宗
よ
リ
見
六
ろ
佛
身
凝

九
五



灘
宗
よ
り
見
た
ろ
佛
勇
観

九
六

「
準
常
心
是
滋
。
何
謂
李
常
心
。
無
造
作
。
無
是
非
。
無
取
捨
。
無
断
常
。
無
凡
無
聖
。
経
云
。
非
凡
夫
行
。
非
聖

賢
行
。
是
菩
薩
行
。
只
如
今
行
住
坐
臥
。
磨
機
接
物
。
番
是
滋
。
」
(四
亘
ハ左
)

ご
あ
り
行
住
坐
臥

に
自
由
な
る
無
分
別
心
を
説

い
て
ゐ
る
。

"

(6
)百
丈
懐
海

の
佛
身
観
。
其

の
語
録

(鞭
識
惟
聯
勢
繍
聯
膿
編
)(鞭
識
権
聯
熱
鱒
悌
雅
編
)
に
依
れ
ば

「
霰
光
猫
耀
。
廻
脱
根
塵
。
燈
露
眞
常
。
不
拘
文
字
。
心
性
無
染
Q
本
自
圓
成
。
但
離
妄
縁
。
帥
如
如
佛
。
」

(四
百
九
左
)

ε
あ
り
、
更

に
自
己
帥
佛
な

る
こ
ε
を
暗
示
す

る
語
と
し
て
は

「
問
り
如
何
是
佛
。
師
云
。
汝
是
阿
誰
。

云
某
甲
。
師
云
。
汝
識
某
甲
否
。
云
分
明
箇
。
師
堅
起
彿
子
問
。
汝
見
彿

子
否
。

云
見
。
師
乃
不
語
。
」
(四
百
+
右
)

ご
あ
り
、
更

に
生
佛
不
二
を
説

い
て
は

「
紙
如
今

M
念

一
念
不
被

一
切
有
無
等
法
管
。
自
古
自
今
。
佛
祇
是
人
。
人
祇
是
佛
。
亦
是
三
昧
定
。
不
用
將
定
入

定
。
不
用
將
繹
想
暉
。
不
用
將
佛
覚
佛
。
」
(古
奪
宿
語
録
巻

一
・入
十
五
右
)

ビ
い
ひ

一
切
事
象

に
律

せ
ら
れ
ざ

る
自
律
の

一
念
を
生
活
す

る
者
は
帥
ち
佛
で
あ

る
ご
し
、

「
佛
是
無
著
人
。
無
求
人
。
無
依
人
。
如
今
波
波
貧
覚
佛
。
誰
皆
背
也
。
」
(同
錐
巻
二
.入
+
六
左
)

無
著
、
無
求
、
無
依
の
宮
由
人

こ
そ
佛
に
外
な
ら
す
と
明
示

さ
れ
て
ゐ
る
。
其
の
三
身
説

ε
し
て
は



「
三
身

一
禮

一
燈
三
身
。

一
者
法
身
實
相
佛
。
法
身
佛
不
明
不
暗
。

明
暗
属
幻
化
。
實
相
由
醤
盧
得
名
。
本
無

}
切

名
目
。
如
云
佛
身
無
爲
不
堕
諸
藪
。
成
佛
献
蓋
等
。
是
升
合
捲
語
。
要
從
濁
辮
清
得
名
。
故
云
實
相
法
身
佛
。
是
名

清
浮
法
身
眺
盧
遮
那
佛
。
亦
名
盧
塞
法
身
佛
。
亦
名
大
圓
鏡
智
。
亦
名
第
入
識
。
立
名
性
宗
。
亦
名
塞
宗
。
亦
名
佛

居
不
澤
不
機
土
。
亦
名
在
窟
師
子
。
亦
名
金
剛
後
得
智
。
亦
名
無
垢
檀
。
亦
名
第

一
義
塞
。
亦
名
玄
旨
。
三
租
云
.、

不
識
立
旨
徒
勢
念
静
。

二
報
身
佛
。
菩
提
樹
下
佛
。
亦
名
幻
化
佛
。
亦
名
相
好
佛
。
亦
名
慮
身
佛
。
是
名
圓
満
報
身

盧
舎
那
佛
。
亦
名
準
等
性
智
。
亦
名
第
七
識
。
亦
名
酬
因
答
果
佛
Q
同

五
十
二
灘
那
数
。
同
阿
羅
漢
辟
支
佛
。
圖

一

切
菩
薩
等
。
同
受
生
滅

苦
等
。
不
同
衆
生
繋
業
等
苦
。
三
化
身
佛
。
祓
如
今
於

一
切
有
無
諸
法
。
都
無
貧
染
。
亦
無

無
染
。
離
四
句
外
。
所
有

言
説
辮
才
。
名
化
身
佛
。
是
名
千
百
億
化
身
鐸
迦
牟
尼
佛
。
亦
名
大
神
愛
。
跡
名
遊
戯
紳

通
。
亦
名
妙
観
察
智
。
亦
名
第
六
識
。
」
(同
巻
八
+
八
〉

ε
あ
る
如
く
、
實
相
法
身
佛
は
普
遍
智

こ
も
い
ふ

べ
き
も
の
に
し
て
、
第
入
識
を
輻
じ
て
得
た
る
大
圓
鏡
智

の
作

用
無
硬

な
る

}
切
種
智

で
あ
り
、第

一
義
的
玄
旨
だ

る
も

の
で
あ

る
。
報
身
佛
は

一
切
李
等

・自
他
辱
等
の
大
慈
憲

に

し
て
、
自
我
他
我

の
差
別
執
を
越

へ
π

る
第
七
識

・
李
等
性
智

の
境
界
で
あ
る
。
化
身
佛
は

一
切
事
象
を
観
察
す

る

こ
ご
無
擬
自
在

に
し
て
、
言
説
を
似

て
大
衆

の
疑
問
を
解
決
し
得

る
妙
窺
察
智

の
境
界

で
あ

る
。
此
等

は

一
膿
に
し

て
三
身

で
あ
り
、
舞
迦
牟
尼
佛
の
如
き
は
化
身
佛
で
あ
る
ビ
な
し
て
ゐ
る
。
懐
海
は
佛

の
思
惟
を
排
斥
し
て

「
見
佛
知
佛
則
得
説
佛
。
有
知
有
見
隷
是
諺
佛
。
若
云
佛
知
佛
見
佛
聞
佛
説
即
得
。
見
火
郎
得
。
火
見
郎
不
得
。
如

照
寮
よ
励
見
六
ろ
佛
身
魏

九
始



照
宗
よ
リ
見
喪
ろ
佛
勇
魏

九
八

刀
割
物
即
得
。
物
割
刀
帥
不
得
。
知
佛
人
見
佛
人
。

聞
佛
人
説
佛
人
。
如
恒
河
沙
。
是
佛
知
是
佛
見
。
是
佛
聞
是
佛

説
。
萬
中
無

「
。
砥
爲
自
無
眼
。
依
他
作
眼
。
駿
中
喚
作
比
量
智
。
砥
如
今
貧
佛
知
解
。
亦
是
比
量
智
。
」
(
同
入
+
九
左
)

こ
い
ひ
「
佛
と
は
何
ぞ
や
」
の
問
題
を
思
惟

に
依

っ
て
概
念
的
に
説
明
す

る
者
は
恒
沙

の
如
く
多

い
が
、
自
ら
佛
ご

な

つ
て
見
、
説
く
底

の
者
は
萬
人

に

一
人
も
あ
ら
う
か
ご
誠
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

(7
)黄
桀
希
蓮
の
佛
身
槻
。
懐
海
の
嗣
希
蓮
の
佛
身
観

は

}
心
帥
是
佛

の

一
語
に
鑑

き
る
。

一
心
ε
は
見
聞
畳
知

の
夫
れ
で
は
な
く
圓
明
遍
照
な

る
自
己
本
源

の
清
浮

心
で
あ
る
。
傳
心
法
要
に

「
此
本
源
清
浮
心
、
常
自
圓

明
偏
照
、
世
人
不
悟
、
紙
認
見
聞
豊
知
爲
心
、
爲
見
聞
畳
知
所
覆

、
所
以
不
観
精

明
本

禮
、
但
直
下
無
心
、
本
燈
自
現
、
如
大
日
輪
昇
於
盧
塞
偏
照
十
方
更
無
障
磯
、
故

滋
學
人

唯

認
見

聞
畳
知
施
爲
動

作
、
室
却
見
聞
畳
知
、
即
心
路
絶
無
入
庭
、
但
於
見
聞
畳
知
虚
認
本
心
、
然
本
心
不
薦
見
聞
畳
知
、
亦
不
離
見
聞
畳

知
、
但
莫
於
見
聞
豊
知
上
起
見
解
、
亦
莫

於
見
聞
畳
知
上
動
念
、
亦
莫
離
見
聞
畳
知
覚
心
、

亦

莫
捨

見
聞

畳
知
取

法
、
不
即
不
離
、
不
住
不
著
、
縦
横
自
在
、
無
非
道
場
」
(騰
四
・二
+
四
左
)

凡

べ
て
の
相
樹
思
量

を
絶
し
た
る

一
心
を
遣
じ
て
生
佛
は
不

二
で
あ
る
。
見
聞
畳
知
を
捨

て
た

る
所
直
下
に

一
心

あ
り
、

、
心
現
は

る
れ
ば
見
聞
畳
知

こ
れ

一
心
の
用
ご
な
る
。

「
心
ご
見
聞
畳
知

ご
の
不
帥
不
離
な
る
大
用

こ
多
自

畳
者
の
生
活
で
あ

る
。
無
相

に
し
て
無
爲
な
る
現
在
の

一
心
、
無
求

に
し
て
無
著

な
る
現
在

の

一
心
こ
れ
郎
ち
佛

で

あ
る
o



び

「
郎
心
是
佛
、
如
今
學
道
人
、
不
悟
此
心
燈
、
便
於
心
上
生
心
、

向
外
求
佛
、

著
相
修
行
、

皆
是
悪
法
、

非
菩
提

滋
、
供
養
十
方
諸
佛
、
不
如
供
養

国
個
無

心
道
人
」
(騰
四
.二
+
四
左
)

心
燈
邸
ち
佛
な
る
を
悟
ら
す
心
上
更

に
見
聞
畳
知

の
心
を
生
じ
、
封
象

の
中

に
心
禮
を
求
む
る
の
愚
を
敢

へ
て
な

す
、
誤
れ
る
意
昧
で
の
佛
供
養
よ
め
も
寧
ろ
心
禮
を
把
握

せ
る
無
心
道
人
を
供
養
す

べ
し
ご
迄
極

言
さ
れ
て
ゐ
る
。

三
十
二
相
入
十
種
好
を
評
し
て
は

「
凡
所
有
相
、
皆
是
盧
妄

。
若
見
諸
相
非
相
、
即
見
如
來
…
…
心
既
無

相
、
豊
得
全
無
三
十
二
相
入
十
種
好
化
度
衆

生
耶
、
師
云
、
三
十
二
相
属
相
、
凡
所
有
相
、
皆
是
盧
妄
、
入
十
種
好
属
色
、
若
以
色
見
我
、
是
人
行
邪
道
、
不
能

見
如
來
」
(
騰
四
.二
+
七
左
)

ご
あ
り
、
三
十
二
相
入
十
種
好
の
相
色
を
以
て
虐
妄
な
り
ご
し
、
夫

れ
を
相
に
非
す

ご
悟
り
自
性

一
心

の
中

に
夫

れ
を
見

る
者

の
み
が
如
來
を
見

る
ざ
な
し
、
更
に

「
交
殊
當

理
、
普
賢
當

行
、

理
者
箕
室
無
磯
之
理
、
行
者
離
相
無
霊
之
行
、
観
音
當
大
慈
、
勢

至
當
大
智
、
維
摩
者

浮
名
也
、
澤
者
性
也
、
名
者
相
也
、
性
相
不
異
、
故
號
浮
名
、
諸
大
菩
薩
所
表
者
人
皆
有
之
、
不
離

一
心
、
悟
之
帥

是

」
(騰
四
.二
十
四
左
)

ご
あ
り
文
殊
の
眞
塞
無
擬

の
理
、
普
賢
の
離
相
無
鑑

の
行
、
観
音
の
大
悲
、
勢
至
の
大
智
、
維
摩

の
性
相
不

二
の

境
界

も
悉
く
人

々
具
足
の

】
心

に
有

り
ご
な
し
、
三
身
を
説

い
て
は

輝
宗
よ
り
見
表
ろ
佛
身
魏

九
九



暉
宗
よ
リ
見
れ
治
佛
身
魏

一
〇
Q

「
佛
有
三
身
、
法
身
説
自

性
盧
通
法

、
一報
身
説

一
切
清
浮
法
、
銘
身
説
六
度
萬
行
法
、
法
身
説
法
、
不
可
以
言
語
音

聲
形
相
交
字
而
求
、
無
所
説
、
無
所
謹
、

自
性
盧
遜
而
巳
、

故
日
無
法
可
説
、

是
名
説
法
、

報
身
花

身
皆
随
機
威

現
、
所
説
潜
亦
随

專
慮
根
以
爲
濾
化
、
皆
非
眞
法
.
故
日
報
化
非
眞
佛
、
亦
非
説
法
者
」
(
騰
四
・二
+
五
左
⊥

一+
六
右
)

ご
あ
う
、
法
身
は
盧
遽

な
る
臼
性
其
者

の
無
言
説
、洪
を
説

き
、
報
身
は

一
切

の
清
澤
法
を
説
き
、
化
身
は
六
波
羅

密

の
行
を
説
く
。
法
身

の
説
法
は
形
聲
を
以
て
聞
く

べ
か
ら
す
、
謹
蓮
な
る
旨
健
め
用
其
儘

に
こ
れ
説
法
で
あ
う
、

随
機
癒
物

の
報
化
佛
は
最

早
眞

の
意
味

で
の
説
法

者
で
は
な
く
、
自
心
を
識

つ
て
準
等
な
る
も
の
が
佛
で
あ
る
。

(8
)
南
泉
普
願
の
佛
身
魏
。
古
奪
宿
語
録
悲
十
二

(綾
藏
経
第
一
輯
第
二
編
第
二
+
三
套
第
二
班
)
に
依
れ
ば

「
息
心
達
本
源
。
故
號
如
如
佛
。
畢
覧
無
依
自
在
人
。
」
(百
四
+
七
左
)

ご
あ
り
、
妄
心
を
怠

め
本
源
心
に
達
し
淀

る
無
依
盲
在

の
人
を
如
如
佛
な
り
と
し

、

「
日
帥

心
是
佛
臨
不
得
。
是
心
作
佛
否
。
師
日
。
是
心
是
佛
是
心
作
佛
、
情
計
勝
有
。
斯
皆
想
成
。
佛
是
智
人
。
心

是
来
集
圭
。
皆
封
物
時
。
・他
便
妙
用
。
大
徳
。
莫
認
心
認
佛
。
設
認
得
是
境
。
被
他
喚
作
所
知
愚
。
」
(百
四
+
六
左
)

邸

心
是
佛
に
縛

せ
ら
れ
し
者
に
は
其

の
放
下
を
漱

へ
、
心
是
れ
佛

な
ら
す
智
是

れ
道
な
ら
す
、
膚
ら
旭
師
を
覚

め

よ
ε
も
駿

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

「
由
是
見
聞
魯
菊

帥
是
報
化
。
所
以

三
十
二
相
異
騰
故
。
若
離
彼
帥
同
如
來
。
報
化
佛
総
打
却
。
何
慮
存
立
。
不
是

不
㎝許
o」
(百
四
十
九
右
)



三
十
二
相

・
報
化
佛
み
な
こ
れ
見
聞
畳
知

の
相
に
し
て
、
相
の
相
に
非
ざ

る
を
悟

る
岩

の
み
如
來
に
同
じ
ご
説
き

「
師
問
座
主
。
講
甚
歴
経
。

云
彌
勒
下
生
経
。
師
云
。

彌
勒
幾
時
下
生
Q

云
現
在
天
宮
未
來
。

師
云
。
天
上
無
彌

勒
。
地
下
無
彌
勒
」
(
百
四
+
六
右
)

ご
あ
る
如
く
彌
勒

こ
れ
病
牲
の
中

に
あ
り
こ
し
、

「
日
毎
欄
和
爾
説
報

化
非
眞
佛
亦
非
説
法
者
。
禾
審
如
何
。
師
日
。
縁
生
赦
非
り

日
報
化
既
非
眞
佛
。
法
身
是
眞
佛

否
。
師
日
。
早
是
癒
身

也
。
日
奢
慧
歴
即
法
身
亦
非
翼
佛
。
師
日
。
法
身
是
箕
非
眞
。
老
僧
無
舌
不
解
溢
。
徐
敷
我

溢
帥
得
。
日
離
三
身
外
何
法
是
眞
彿
。
師
口
。
遮
漢
共
八
九
十
老
人
相
罵
向
弥
溢
了
也
。
更
聞

什
麿
離
不
離
。
擬
兜

襖
釘
他
虐
蓉

。

日
伏
承
華
巌
経
是
法
身
佛
説
如
何
。
師
日
。
爾
適
來
瀧
什
麿
語
。
其
僧
重
問
。
師
顧
親
歎
日
。
若
是

法
身
説
。
彌
向
什
歴
慮
聴
。
日
某
甲
不
會
。
師
日
。
大
難
大
難
。
」
(百
四
+
七
左
)

肉
説
宮
聴

の
偵
性
法
身

を
悟
ら
ざ

る
者
に
取

つ
て
は
法
身
も
癒
身

に
堕
し
、
自
性
以
外
に
眞
佛
を
執
す

る
者

の
爲

に
は
眞
非
眞

ご
激

へ
、
更

に
道

ぷ
べ
き

こ
ε
な
し
ビ
迄
歎
じ
ら
れ
て
居

る
如
き
は
、
黄
桀
希
蓮
の
佛
身
魏

に
等
し
き

も
の
が
あ
る
。
叉
三
身
帥
二

な
る
を
説

い
て
は

「
種
種
生
身
我
説
爲
量
。
那
箇
不
可
思
義
。
不
是
意
會
得
底
物
。
如
水
裏
有
水
帥
有
影
。
若
無
水
時
喚
什
座
作
影
。

法
身
由
樹
報
化
得
名
。
若
無
報
化
。
法
身
向
那
邊
認
法
身
。
亦
云
。
是
影
経
論
極
則
頭
。
只
到
法
身
實
入
理
地
。

那
箇
早
晩
同
於
経
論
。
経
論
不
管
伊
如
何
排
遣
。
他
且
不
劃
者
裏
。
大
難
大
難
。
」
(
百
四
+
九
右
)

輝
韓
よ
り
見
余
ゐ
佛
勇
麹

'

一
〇
一



麗
宗
よ
リ
見
糞
る
佛
身
観

扁
O
二

ご
あ
り
報
化
の
用
裡
に
法
身
を
認
む

べ
く
、
見
聞
畳
知

の
裡
に

一
心
を
認
む

べ
し
ご
説
か
れ
、
殺
家

の
法
身
説
を

詐
し
て
は
不
到
者
裏
大
難
大
難
ご
い
ひ
、
自
性
的
禮
験

な
く
ん
ば
可
な
ら
ざ
る
を
数

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

(9
)
趙
州
從
訟
の
佛
身
観
。
古
奪
宿
語
録
懇
十
三
に

「
有
俗
官
問
佛
在
日

一
切
衆
生
蹄
依
佛
。
佛
滅
度
後

一
切
衆
生
蹄
依
什
麿
威
。
師
云
。
未
有
衆
生
。
」
(百
五
+
五
右
)

「
問
如
何
是
佛
如
何
是
衆
生
。
師
云
。
衆
生
即
是
佛
。
佛
帥
是
衆
生
。
學
云
。
未
審
爾
箇
。
那
箇
是
衆
生
。
師
云
問

問
。
」
(
百
五
+
五
左
)

「
老
信
把

一
枝
草
。
作
丈
六
金
身
用
。
把
丈
六
金
身
。
作

一
枝
草
用
。
佛
帥
是
煩
惜
。
煩
惜
帥
是
佛
。
」
(同
)

「
問
如
何
是
佛
。
師
云
。
禰
是
佛
歴
。
」
(百
六
+
右
)

、

ご
あ
る
如
く
生
佛

一
如
、
煩
悩
即
菩
提
に
し
て
、
帥
心
是
佛
こ

い
ふ
も
非
心
非
佛

ご
い
ふ
も
唯

こ
れ
撮
化
の
方
便

に
し
て
、
禰
是
れ
佛
な
書

激

へ
ら
れ
、
五
讐

元
忽
四

(績
藏
経
乙
第
十

一
套
第
一
班

)
に
は

「
問
如
何
是
佛
師
日
殿
裏
底
日
殿
裏
者
豊
不
=是
泥
寵

塑
像

一師
日
是
」
(六
+
六
右
)

ご

い
ひ
て
草
木
國
土
悉
皆
成
佛
の
大
旨
を
示
し
、
法
身
を
説

い
て
は
會
元
に

「
僑
日
如
何
是
法
身
主
師
便
坐
僧
禮

拝
師
日
且
道
坐
者
是
立
者
是
」
(
六
+
七
右
)

ご
あ
り
行
住
坐
臥

の
色
身
帥
法
身
な
る
を
示
さ
れ
更

に

「
問
如
何
是
法
身
。
師
云
癒
身
。
云
學
人
不
問
癒
身
。
師
云
。
禰
但
管
癒
身
。
」
(
語
錐
、
百
五
+
七
左
)



「
間
三
身
中
那
箇
是
本
來
身
。
師
云
。
闘

一
不
可
。
」
(百
五
+
入
左
)

ご
あ
り
三
身
即

一
に
し
て

一
禮
即
三
身
な
る
を
示
さ
れ
て
ゐ
る
○

三

五
家
七
宗
の
佛
身
観

南
嶽
門
下
に
臨
濟
宗

・
潟
仰
宗
あ
り
、
青
原

下
に
曹
洞
宗

・
雲
門
宗

・
法
眼
宗
あ
り
、
更
に
臨
濟
門
下
に
黄
龍

・

揚
岐
の
二
派
あ
り
、
之
を
総
じ
て
五
家
七
宗

ご
か
ふ
。

(1
)臨
濟
義
玄

の
佛
身
観
。
其
の
臨
濟
録

(鞭
識
輕
諦
勢
騰
沸
旗
編
)
に
繹
迦
を
詐
す

る
を
見

る
に

「
約
山
僧
見
威
。
與
鐸
迦
不
別
。
今

日
多
般
用
慮
。
欠
少
什
麿
。
二
道
紳
光
未
曾
間
歌
。
」

こ
い
ひ

一
切
衆
生
も
と
こ
れ
輝
迦
佛
ご
別
人
な
ら
す
、
自
己
身
心
帥
今

こ
れ
禰
佛
に
同
じ
く

「
佛
者
心
清
浮
光
明
。
透
徹
法
界
得
名
爲
佛
。
」

「
禰
若
達
得
萬
法
無
生
。

心
如
幻
化
。
更
無

一
塵

】
法
。
威
慮
清
浮
是
佛
。
」

「
所
以
佛
從
無
依
生
。
若
悟
無
依
。
佛
亦
無
得
。
若
如
是
見
得
者
。
是
眞

正
見
解
Q
」

「
佛
租
是
賞
繋
底
名
句
。
」

萬
法
無
生

の
端
的
に
達
し
心
幻
化
の
如
く
に
し
て
更

に

一
塵

一
法
の
見
る

べ
き
も
の
な
き
清
浮
心
郎
ち
佛
で
あ
り
、

一
物
に
依
碕
せ
す
濁
脱
無
俘

な
る
本
分
の
端
的
帥
ち
佛
で
あ
る
。
佛
租
は
賞
翫
し
繋
縛
す

る
爲

の
名
句

に
過
ぎ
ぬ
。

輝
宗
よ
リ
見
表
ろ
佛
勇
観

一
〇
三

〆



麗
察
よ
り
見
流
る
佛
勇
窺

一〇
團

三
十
二
相
・入
十
種
好
・六
紳
蓮
を
説

い
て
は
、

「佛
今
何
在
。
明
知
與
我
生
死
不
別
。
禰
言
三
十
二
相
入
十
種
好
是
佛
。
薯
輪
聖
王
懸
是
如
來
。
明
知
是
幻
化
。
古

人
云
。
如
來
畢
身
相
。
欝
順
世
聞
相
。
恐
人
生
断
見
。
権
且
立
虐
名
。
假
言
三
十
二
入
十
也
。
室
聲
有
身
非
畳
禮
。

無
相
乃
眞
形
爾
道
。
佛
有
六
蓮
。
是
不
可
思
議
。

一
切
諸
天
紳
仙
阿
修
羅
大
力
鬼
。
亦
有
紳
蓮
。
慮
是
佛
否
。
遣
流

莫
錯
。
祇
如
何
修
羅
與
天
帝
繹
戦
。
戦
敗
領
入
萬
四
千
春
薦
入
鵜
縣
孔
中
藏
。
莫
是
聖
否
。
如
山
信
所
塞
。
皆
是
業

、

通
依
遜
。
夫
如
佛
六
通
者
不
然
。

入
色
界
不

被
色

惑
。

入
聲
界
不
被

聲
惑
。

入
香
界
不

被
香
惑

入
昧

界
不
彼
味

惑
。
入
鯛
界
不
破
鯛
惑
。
入
法
界
不
被
法
惑
。
駈
以
達
六
種
色
盤
香
昧
鯛
法
皆
是
塞
相
不
能
繋
縛
此
無
依
道
人
。
錐

是
五
藍
漏
質
。
痩
是
地
行
紳
短
。」
(亘
二
)

ご
あ
り
、
佛

は
我
が
生
死
の
中

に
在
り
、

三
十
二
縮
入
十
種
好
は
入
の
断
亮

を
生
替
ん
こ
ご
を
恐
れ
世
間
の
情

に

順
じ
出
現

さ
れ
し
も
の
に
し
て
如
來

の
幻
牝
身

に
過
ぎ
ざ
る
假
名
で
あ

る
。
斯

か
る

有
身

は

何
れ
も

畳
騰

で

は
な

い
。
六
紳
通
を
有
す

る
も
の
が
佛
で
あ
る
な
ら
ば
之
を
有
す

る
諸
天

・
阿
修
羅
等
も
亦
佛
ご
云
ひ
得

る
か
。
此
等

は

難
行
苦
行
の
業
果
た

る
業
通
で
あ
り
依
適

で
あ

る
。
萬
の
所
作
上

に
依
碕
し
た

る
結
果

の
神
通
に
し
て
本
分
上
か
ら

見
る
時
は
全
く
の
閑
事
に
…過
ぎ

ぬ
。
煩
惜
を
察
相
な
り
ご
違
観
し
深
山
幽
谷

に
居
り
餐
霞
長
生
す

る
底
の
無
依

の
溢

人

こ
そ
眞

の
地
行
膚
在
者
に
し
て
、
塞
足
下
足
み
な
こ
れ
紳
通
な
ら
ざ

る
な
き
佛
の
生
活
な
わ
こ
し
現
實
生
活
の
紳

通
を
説
か
れ
て
ゐ
る
。
其

の
三
身
説
を
見

る
に
三
身
・即

一
身

に
し
て
而
も
本
分
上
の
事
で
あ
り

一
切
衆
生

の
先
天
的



具
有

で
あ
る
ご
し
、
外
ζ
向

ひ
求
む

べ
か
ら
ざ

る
を
説
き

「
禰

一
念
心
上
清
浄
光
。
是
禰
屋
裡
法
身
佛
。
禰

一
念
心
上
無
分
別
光
。
是
爾

屋

裡

報
身
佛
。
禰

一
念
心
上
無
差

別
光
。
是
禰
屋
裡
化
身
佛
。
此
三
種
身
。
是
爾
帥
今
目
前
聴
法
底
人
。
祇
爲
不
向
外
馳
求
。
有
此
功
用
。
擦
経
論

象
。
取
三
種
身
爲
極
測
。
約
拠
僧
見
虚
不
然
。
法
三
種
身
是
名
言
。
亦
是
三
種
依
。
古
入

云
。
身
依
義
立
。
土
擦

禮
論
。
法
性
身
渋
牲
土
。
明
知
是
光
影
。
」
(百
右
)

各
人
本
具
の

一
念
心
上
の
清
浄

な
る
難
光
を
悟

る
所

に
法
身
佛
あ
り
、
妄
想
分
別
な
き
心
性

の
露
光
を
悟

る
所

に

報
身
佛
あ
り
、
無
差
別
李
等
に
し
て
法
界
圓
融
な
る
法
性
の
雲
光
を
悟

る
所

に
化
身
佛
が
あ
る
。
此
等

の
三
身
佛
は

帥
今
月
前

起
説
法
を
嘉
き
得

る
底

の
入

叢
し
て
別
人
で
は
な
く
、

弛

"
溜

45
上
に
之
を
悟

る
者
の
み
が
三
身

の
功
用

に
藷
き
る
。
敷
者
の
言
に
從

へ
ば
三
身
を
以
て
極
信
亡
す

る
が
、
實

は
共

に
名
身
句
身
に
過
ぎ
す
眞
實

な
る
も
の
で

は
な
く
、
物

に
依
慷

し
成
立
す

る
も
の
に
し
て
猫
脱
な
る
も
の
で
は
な
い
。
法
身

ご
か
寂
光
土
ご
か

い
ふ
の
は
義
理

本
禮
よ
り
論
じ
た

る
こ
ご
で
、
本
分
上
よ
り
見
る
時
は
何
れ
も
光
だ
り
影
…だ
る
に
過
ぎ
ぬ
ε
敢

へ
ら

れ
、
更
に

「
山

信

見
虞
。
法
身
帥
不
解
説
法
。
」
ハ百
二
左
)
ご
あ
り
、
理
に
落
ち

る
を
嫌

ひ
て
郎
今
用

ふ
る
底

の
も
の
を
根
本
ε
な
す
暉

宗

の
立
場

か
ら
は
法
身
は
即
ち
説
法
を
解
せ
ざ

る
も

の
ご
な
る
。
凡
そ
説
法
底
の
こ
ε
は
有
相
上
よ
り
い
ふ
こ
ご
に

し
て
、

本
家
無
相
な
る
法
身
の
本
分

よ
り
見
る
時
は
説
法
の
解
す

べ
き
何
も
の
も
な
く
、
激
家

の
所
謂
三
身

の
如
き

は
拳
を
握

つ
て
手
中
起
餅

あ
り
こ
い
ひ
、
黄
葉
を
拮
じ
て
銭
な
り
こ
し
以
て
小
見
の
曙
く
を
止
め
ん
が
如
し
冠
喝
破

榔
蒙
よ
り
児
れ
る
佛
舅
凝

一
〇
五



溜
芯
示
よ
轟り
見
穴
ろ
佛
占男
槻
}

鴫
〇
六

さ
れ
て
ゐ
る
。
斯
の
如

き
佛
身
窺
は
徹
頭
徹
尾
内
在
的
佛
身
観

に
し
て
、
繹
宗

よ
り
見
た
る
佛
身
窺

の
面
目
躍
如
た

る
も
の
が
あ
る
。

(2
)
漏
山
盤
茄

.
仰
山
慧
寂
の
佛
身
観
。
盤
鮪

は
南
嶽
下
三
世

の
孫
に
し
て
嗣
慧
寂

ご
共

に
潟
仰
宗

の
祀
た

る
も

の
で
あ
る
。
語
録

(績
藏
経
第
噌
輯
第
二
編

第
二
十
四
套
第
五
冊

)
に
依
れ
ば

「
今
時
入
。
但
直
下
禮
取
不
會
底
。
正
是
汝
必
。
正
是
汝
佛
。
若
向
外
得

}
知

】
解
。
將
爲
灘
道
。
且
没
交
渉
。
名

運
糞
入
。
不
名
蓮
糞
出
。
汗
汝
心
田
。
所
以
道
不
是
道
。
」
(四
亘
二+
右
)

「
夫
道
人
之
心
。
質
直
無
儒
。
無
背
無
面
。
無

詐
妄

心
。

一
切
時
中
。
視
聴
尋
常
。
更
無
委
曲
。
亦
不
閉
眼
塞
耳
。

但
情
不
附
物
。
帥
得
。
從
上
諸
聖
。
祇
説
濁
邊
遇
患
。
若
無
如
許
多
悪
畳
情
見
想
習
之
事
。
警
如
秋
水
澄
淳
。
清

浮
無
爲
。
澹
汚
無
擬
。
喚
他
作
溢
人
。
亦
名
無
事
轟
。
」
(四
百
ご
+
六
右
)

ご
あ
り
、
妄
情
分
別
を
捨
て
た
る
清
浮

の

一
心
帥
是
佛

に
し
て
、
外
に
向

つ
て
佛
を
思
惟
す

る
も
是
れ
没
交
渉

な

り
ご
し
、
如
如
佛
を
説

い
て
は

「
以
要
言
之
。
則
實
際
理
地
。
不
受

一
塵
。

萬
行
門
中
。

不
捨

一
法
。

若
也
軍

刀
直
入
。

則
凡
聖
情
盤
。
燈
露
眞

常
。
理
事
不
二
。
郎
如
如
佛
。
」
(
同
)

ご
あ
り
清
澤

に
し
て
凡
聖
な
く
眞
常

に
し
て
理
事
不
二
な
る
當
燈
即
ち
如
如
佛
な
り
ご
示
さ
れ
、
仰
山
慧
寂
は

「
我
今
分
明
向
汝
説
聖
邊
事
。
且
莫
將
心
湊
泊
。
但
向
薗
己
性
海
。
如
實
而
修
。
不
要
三
明
六
蓮
。
何
以
故
。
此
是



聖
末
邊
事
。
如
今
且
悪
識
心
遠
本
。
但
得
其
本
。
不
愁
其
末
。
他
時
後

日
。
自
具
去
在
。
暑
未
得
本
。
縦
饒
將
情

學
他
亦
不
得
。
汝
量
不
見
。
潟
山
和
省
云
。
凡
聖
情
盤
。
…
…
帥
如
如
佛
。
L
(
四
亘
ご
+
四
左
)

こ
い
ひ
、
自
己
性
海

の
本
源

に
入
れ

る
者

に
は
三
明
六
通
も
不
用
に
し

て
其

の
儘

に
如
如
佛
の
境
界
な
り
ε
し
師

難
肪

の
語
を
引
用
し
、
法
身
説
法
を
詐

し
て
は
、

「
信
問
云
。
法
身
還
解
説
法
也
無
。
師
云
。
我
説
不
得
。
別
有

}
人
説
得
。
云
。
説
得
底
人
。
在
甚
歴
威
。
師
推
出

枕
子
。
」
(
四
亘
手

五
左
)

ご
あ
り
自
悟
自
得

の
別
人
あ
る
を
示
さ
れ
て
ゐ
る
o

(3
)
洞
山
良
紛

・
曹
山
本
寂

の
佛
身
観
。
洞
山
良
倹
は
青
原
下
四
世

の
孫

に
し
て
嗣
本
寂
ビ
共

に
曹
洞
宗
の
租
た

る
も
の
で
あ
る
。
語
録

(綾
藏
経
第
一
輯
第
二
編

第
二
十
四
套
第
五
珊

)
に
依
れ
ば

「
師
日
苦
哉
苦
哉
今
時
人
例
皆
如
レ此
只
是
認

得

認
得
臆
前
馬
後
底
一將
昌爲
自
己
一佛
法
卒
沈
此
之
是
也
」
(四
百
五
+
三
左
)

「
道
無
心
合
レ人
人
無
心
合
レ遁
」
(四
百
五
+
二
右
)

「
師
日
佛
之
與
レ遣
倶
是
名
言
何
不
γ引
レ激
初
日
駿
渣
昌甚
麿
一師
日
得
意
忘
言
」
(四
百
五
+
左
)

ビ
あ
互
、
自
己
の
本
姿
を
悟

ら
す
、
佛

の
眞
意
を
禮
得

せ
す
し
て
其

の
名
言
に
拘

は
る
を
誠
し
め
、
妄
心
な
き
自

己
本
性
を
徹
見
せ
よ
ご
示
さ
れ
、

「
信
問
如
何
是
砒
盧
法
身
圭
師
日
禾
董
粟
幹
問
三
身
之
中
阿
那
身
不
レ堕
一衆

数
一師
日
吾
常
於
レ此
切
」
(四
百
五
+
二
左
)

暉
宗
よ
刀
見
六
ろ
佛
勇
魏

鳳
〇
七



輝
鑛
よ
リ
児
表
ろ
佛
翔
観

一
Q
入

「
師
示
レ衆

個
五
洩
先
師

一
日
沐
浴
焚
魯

端
坐
皆
レ衆
日
法

身
偲
寂

示
看

串
去
來
鱒
千
聖
圃
レ源
萬
難
蹄
レ
一
吾
今
涯
撒
胡

假
垣興
衰
一無
昌宿
勢
ソ紳
須
レ存
一症

念
r
}
(四
百
五
+
四
左
)

「
師
僻
季

和
省
奉

日
其
麿
慮
去
師
日
浩
レ流
無
}定
止
本

日
汝
身
澹
レ流
報
身
澹
ジ流
師

日
総
不
'
作
一一此
解
一」
(
四
百
五
十
痘
)

ご
あ
る
如
く
砒
盧
怯
身

の
禾
董
粟
幹

に
迄
普
遍

な
る
を
示
し
、
紳
を
聲
す

る
な
く
正
念
を
存
す

る
者
が
圓
寂

に
し

て
去
,繁
あ

る
法
身
を
得

べ
く
、
又

法
身
報
身
の
同

一
盟
な

る
を
示
し
て
は

総
不
レ作
　此
解
一ご
説
か
れ
て
ゐ
る
。
本
寂

は
、

「
僧
問
帥
心
即
佛
帥
不
ン澗
如
何
是
非
心
非
佛
師
日
兎
角
不
角

レ無
牛
角
不
レ用
レ有
」
(四
百
六
+
三
左
)

「
師
又
問
佛
眞
洪
身
猶
夢

盧
察
一慮
勒

現
レ形
如

永
中
月
一作
麿
生
説
昌癒
底
廼
墾

徳
日
如
　鵬
齪
7井
師
旧
道

期
太

殺
撹

只
蟷
得
入
成
一徳
月
和
爾
叉
如
何
師
臼
如
二井
鋭
7朧
」
(四
互
ハ+
二
左
)

「
糟
問
如
何
是
法
身
主
師
日
調
昌秦
無
7人
信
云
這
箇
莫
便
是

否
師
日
斬
」
(四
百
六
+
四
右
)

ご
あ

る
如
く
、
帥
心
即
佛

ビ
い
ふ
も
非
心
非
佛

こ
い
ふ
も
随
機

の
方
便
な
り
こ
し
、
編

き
こ
ご
盧
察
の
如
く
物
に

癒
じ
形
を
現
は
す

こ
ご
水
中
の
月
の
如
き
任
運
自
在
な
る
法
身
を
如
二
井
鋭
7騒

の
隔
身
の

句
を

以
て

示

さ

れ
て
ゐ

る

o
(4
)
雲
需
文
傷

の
佛
身
槻
。
青
原
下
六
世

の
孫
に
し
て
雲
門
宗

の
粗
な
る
交
堰

の
佛
身
観
を
見
る
に
、
古
奪
宿
語

讐

+
五

(績
藏
経
第
一
輯
第
二
編

第
二
十
三
套
第
二
班

)
に
早



「
問
如
何
是
諸
佛
出
身
威
。
師
云
Q
東
山
水
上
行
。
問
乞
師
指
箇
入
路
。
師
云
。
喫
粥
喫
飯
。
」
(百
六
+
入
左
)

「
問
如
何
是
羅
迦
身
。
師
云
。
乾
尿
楓
。
」
(
百
七
+
三
右
)

喫
粥
喫
飯
を
諸
佛
出
身
の
虚

な
リ
ピ
し
、
乾
尿
瀕
を
繹
迩
身
な
り
こ
い
へ
る
如
き
は
到
底
常
識
を
以

て
解
す

べ
か

ら
ざ

喝
所
で
あ
る
o

「
看
着
法
身
菱
作
燈
籠
。
超
佛
越
租
之
談
從
禰
脚
巌
下
過
也
。
し
(百
七
+
七
左
)

「
師
日
。
慮
化
之
身
説
。
郎
是
法
身
説
。
'亦
喚
作
戴
燈
全
眞
。
以
法
身
喫
法
身
。
又
云
。
飯
不
是
法
身
。
控
杖

不
是

法
身
。
」
(百
入
十
唱
右
)

「
我
尋
常
溢
。

一
切
聲
是
佛
聲
。

一
切
色
是
佛
色
。
盤

大
地
是
法
身
。
」
(百
八
+
一
右
)

「
行
住
坐
臥
著
衣
飯
是
法
身
」
(百
八
+
六
左
)

「
師

剛
日
披
袈
裟
云
。
我
料
撒
法
身
也
。
総
無
樹
。
師
云
。

汝
問
我
。

僧
便
問
。

和
筒
揖
撒
法
身
意
旨
如
何
。

師

云
Q
我
也
知
禰
親
。
」
(
百
八
+
ご
右
)

「
作
歴
生
燈
法
身
。
師
云
。
六
不
牧
。
」
(百
入
+
左
)

「
周
如
何
是
清
瀞
法
身
。
師
云
。
花
藥
欄
。
進
云
。
便
與
麿
會
時
如
何
。
師
云
。
金
毛
師
子
。
」
(
百
七
+
五
左
)

脚
践
下
到
る
威

に
法
身
あ
り
、
萬
物

こ
れ
法
身
な
ら
ざ

る
は
な
ぐ
、
袈
裟

の
中

に
も
法
身
あ
り
、
「
や

つ
ご
こ
な
」

(
六
不
牧
)
で
あ
り
、
編

一
切
慮

の
法
身
を
以
て
雪
隠
の
側

の
袖
垣
(花
藥
欄
)
な
り
ご
答

へ
ら
れ
、
森
羅
萬
象

こ
れ
法
身
の

輝
集
よ
り
見
六
ろ
佛
身
魏

一
〇
九



輝
宗
よ
り
見
表
る
佛
均
観

一
一
〇

玄
旨
を
示
さ
れ
て
ゐ
る
o

(5
)
清
涼
文
盆
の
佛
身
親
。
青
原
下
入
世

の
孫

に
し

て
法
眼
宗

の
租
た
る

丈
盆
の

佛
身
親
を

見

る
に

其

の
語
録

(綾
藏
経
第

一
輯
第
二
編

第
二
十
四
套
第
五
冊

)

に
早

「
問
。
如
何
是
古
佛
心
。
師
云
。
流
出
慈
悲
喜
捨
。
」
(四
百
九
+
八
左
)

・

「
問
。
如
何
是
諸
佛
玄
旨
。
師
云
。
是
汝
也
有
。
」
(同
)

「
昔
有
遁
流
。
在
佛
殿
前
。
背
佛
而
坐
。
僧
云
。
道
士
莫
背
佛
。
遣
流
云
。
大
徳
本
激
中
道
。
佛
身
充
満
於
法
界
。

向
甚
麿
慮
坐
得
。
信
無
樹
。
師
代
云
。
識
得

汝
。
」
(
五
亘

左
)

「
問
。
如
何
是
古
佛
。
師
云
Q
帥
今
也
無
嫌
疑
。
」
(四
百
九
+
入
左
)

「
問
。
千
百
億
化
身
。
於
中
如
何
是
清
浄
法
身
。
師
云
。
総
是
」
(
同
)

「
問
。
如
何
是
法
身
。
師
云
。
這
箇
是
癒
身
」
(四
百
九
+
九
右
)

斯
の
如
く
慈
悲
喜
捨

の
源
泉

こ
れ
佛
心
、
佛
身
は
法
界

に
普
遍
で
あ
り
、
化
身
印
法
身
、
法
身
帥
慮
身
に
し
て
自

心
の
中

に
古
佛
を
も
見

る
べ
し

ご
さ
れ
て
ゐ
る
。

(6
)
黄
龍
慧
南

の
佛
身
観
。
南
嶽
下
十

一
世

の
孫
に
し
て
黄
龍
涙
の
租
た
る
も
の
、其

の
語
録
(鞭
識
惟
聯
套
纐
諦
旗
編
)

に
曰
く
、

「
須
依
二
室
理
當
讃
法
王
身
。
…
・:
且
道
何
名
法
王
身
。
四
大
五
魎
。
行
住
坐
臥
。
開
軍
展
鉢
。
僧
堂
佛
殿
。
厨
庫



三
門
。
無
不
是
法
王
身
。
若
能
於
此
薦
得
。
乾
坤
大
地
。

日
月
星
辰
。
穿
過
禰
諸
人
眼
晴
。
四
大
海
水
。
洗
入
禰
諸

入
鼻
孔
。
L
(百
四
右
)

人
室
法
塞
、
内
塞
外
室
、
凡
塞
聖
塞
、

一
切
法
塞
を
諦
観
す

る
こ
ご
に
依

っ
て
法
王
身
を
謹
得
す

る
。
森
羅
萬
象

悉
く
法
王
身
な
ら
ざ
る
は
な
く
、
自
己
本
分

よ
り
流
出
す

る
所

で
あ
る
。

「
身

口
意
清
浮
。
是
名
佛
出
世
。
身
ロ
意
不
浮
。
是
名
佛
滅
度
。
」
(百
二
左
)

「
三
世
諸
佛
。
在
鼓
聲
裡
薯
大
法
輪
。
汝
等
諸
人
。
向
什
麿
威
安
身

立
命
。
」
(九
+
入
左
)

身
ロ
意

の
三
業
そ
の
清
澤
を
得

た
る
も
の
が
佛

の
出
世

で
あ
り
、
三
世

の
諸
佛
は
事

々
物

々
の
裡
に
其

の
法
輪
を

輪
じ
て
ゐ
る
ご
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

(7
)
楊
岐
方
會
の
佛
身
鶴
。
同
じ
く
南
嶽
下
十

『
世

の
孫
に
し
て
且

つ
楊
岐

涙
の
盟
だ
る
方
會
の
佛
身
観
を
見

る

に
其
の
語
録

(績
藏
経
第
扁
輯
第
二
編

第
二
十
五
套
第
二
冊

)
日
穿

一
百
千
諸
佛
。
天
下
老
和
爾
出
世
。
皆
以
直
指
人
心
。
見
性
成
佛
。
若
向
者
裏

明
得
去
。
濫
與
百
千
諸
佛
同
墾
。
若

向
者
裏
。
未
能
明
得
。
楊
岐
未
免
惹
帯
ロ
業
。
L
(百
七
+
左
)

「
只
箇
心
心
心
是
佛
。
十
方
世
界
最
塞
物
。
騨
迦
老
子
説
夢
。
三
世
諸
佛
説
夢
。
天
下
老
和
術
説
夢
。
」
(
二
百
右
)

「
過
去
諸
佛
。
未
來
諸
佛
。
天
下
老
和
爾
。
総
在
控
杖
頭
上
。
」
(
百
七
+
二
右
)

{,三
世
諸
佛
在
禰
脚
践
下
薯
大
法
身
。
若
也
會
得
。
功
不
浪
施
。
若
也
不
會
。
莫
道
楊
岐
山
勢
瞼
。
前

頭
更
有
更
高

暉
宗
よ
り
見
糞
ろ
佛
勇
観

一
=



灘
鑛
よ
リ
見
れ
る
佛
身
魏

哺
唱
二

峰

」
(
二
百
右
)

「
上
堂
。
言
彌
勒
眞
彌
勒
。
分
身
千
百
億
。
時
晦
示
暁
人
。
時
人
皆
不
識
。
師
塗
拮
起
控
杖
云
。
控
杖
子
。
豊
不
是

彌
勒
。
諸
人
還
見
歴
。
控
杖
子
横
也
。
是
彌
勒
放
光
勲
地
。
挫
杖
子
竪
也
。
燈
彌
勒
放
光
照
曜
三
十
三
天
。
控
杖

不
横
不
堅
。
彌
勒
向
諸
人
脚
銀
下
。
助
禰
諸
人
説
般
若
。
」
(
百
七
+
二
左
)

「
上
座
僧
堂
裏
展
鉢
時
。
與
上
座
同
展
。
睡
時
輿
上
座
同
睡
。
立
地
時
與
上
座
同
立
地
。
長
巻
長

法
身
。
短
潅
短
法

身
。
彌
勒
運
用
與
去
來
何
慮
有
間
隔
。」
(
二
百
一
左
)

見
性
成
佛
、
帥
心
是
佛

に
し

て
三
世
諸
佛
は
吾
人

の
脚
銀
下
に
在

つ
て
法
韓
を
輪
す
る
。
控
杖
も
こ
れ
彌
勒

に
し

て
行
住
坐
臥
吾
人
に
帥
し
、
根
機

の
長
短

に
順
雁

し
て
何
れ
も
夫

々
法
身
を
騰
得
す

べ
き
で
あ
る
ご
さ
れ
て
ゐ
る
。

結

論

以
上
に
於
て
、
歴
史
的
輝
邊
よ
り
超
歴
史
的
佛
陀

に
至
り
、
羅
迦
を
し
て
佛
陀
た
ら
し
め
た
る
正
畳
を
自
己
現
實

の
裡
に
活
現
ぜ
し
む
る
こ
ご
に
依
つ

て
、
自
己
郎
佛
陀
た

る
こ
ご
を
騰
認
す

る
所

に
暉
宗

よ
り
見
た

る
佛
身
観

の
焦

黙
を
認
識
す

る
こ
ご
か
出
來
た
ε
思
ふ
。
事
實
上
の
佛
陀
輝
奪
を
中
心
問
題

ビ
せ
る
小
乗
的
佛
身
窺
よ
り
、
事
實
佛

ご
超
事
實
佛
マ、
の
混
渚
佛
を
中
心

ご
せ
る
大
衆
部
の
佛
身
観

へ
、
更

に
法
身

・
生
身
を
立
て
、
法
身

の
實
在
を
信
す

る

一
佛
二
身
説
を
生
じ
、
塗

に
は
三
身

・
四
身
等
を
説
く
大
乗
的
佛
身
観

に
到
れ
る
を
見
た
。
面
し
て
夫
等

が
理
論



に
終
り
要
請

に
止
ま

る
な
ら
ば
、
郎
ち
理
論
佛

・
理
想
佛
た
る
に
過
ぎ
な

い
な
ら
ば
、
現
實

的
吾
人

の
生
活
ご
共

に

在
り
吾
人
の
断

へ
ざ
る
カ

ε
な
る
こ
ご
は
出
來

な
い
。
刻
々
に
流
れ
行
く
生
命
に
其
の
座
を
占

め
、
吾
人

ご
共

に
在

る
内
在
的
現
實
佛
を
提
唱
す
る
も
の
が
、
灘
宗
よ
り
見
た
る
佛
身
槻

に
外
な
ら
な
い
。
要
之
、
激
内
よ
り
見
た

る
佛

身
観

の

一
般
は
斯
か
る
内
在
的
現
實
佛

に
還
元

さ
れ
る
こ
ご
に
依

つ
て
其

の
現
實
的
債
値
を
螢
揮
し
得

る
ご
思
ふ
。

(
一
九
二
八
・二
・
一
七
)

●

●

暉
宗

よ
り
見
力

ろ
佛

勇
観

一

}
三


